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ま え が き

株式会社三蘇コンサルタンツは､去団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を得て､平

成9年2月9日から3月8日までの2 8日間にわたって､メコン河下涜域のカンボジア､ラオス,

東北タイ､ヴェトナム領メコンデルタにおいて水利用･農村開発に関するプロジェクトファインデ

イング調査を行った｡

本件プロジェクトファインデイング訴改ま､外務省が組織したr大メコン圏開発構想タスクフォ

ース｣における当社の農業･水資源部門への参画と密接に関連するものであり､岡タスクフォース

によって平成8年7月に取はとめられた｢大メコン圏開発構想報告書｣のうち､水利用･農村開

発に関する事項について､より具体的な案件構想を得る目吋で実施された｡

同時に本調査では､ 1995年4月に18年振りの再出発を果たしたメコン河童貞会(M氏c)が流

域開発に果たす調書緋蛤巨の重要性､ならびに､その初代事務局長に我が国から臓氏が就任し

た背景等に鑑札新生メコン河委員会に対する､我が国の支度射ヒの観点からも検討を行った｡

本調査の対象となったメコン河下流域(ChhgSean地点以降)は､ 60万kn2の流域面積､概

そ6･(X沿万人の人口を擁し､高い発展の可能性を有しながら､打ち続く戦乱の中で開発から取り残

されてきた地域である｡

その戦乱の時代もようやく終わりを送状1993年のカンボジア王国の発足同年のアメリカによ

るヴェトナム封じ込め政策の緩和等を実権として､各援助国･援助機関による経済支援が本格化す

ることとなったo我が国外務省による上記タスクフォースの動きも,このような地樹毒勢の好転を

背景に､本地域を試金石とした我が国独自のグランドデザイン作りを目指すものである.

このような機運は､流域内各国の協調関係を前提としたものであり,各国の協調閑尉こ不協和音

を生じることがあれば､援助側の熱意は急速に冷めていくものと考えられる｡このことから､メコ

ン河の水資源利用に関する合理的かつ公平な配分(ReasonableandEquitable Utilization of Water

Resources)の取り決めは､地域の協調関係を維持する上での核となるものであり､最重要な課題

である｡

その意味で､現在､我が国のODAによって進められようとしている｢協定書26条に関するル

ール化｣作業の超勤ま､今後の同地域への協力の態様を方向付けるものであり､ある意味では今後

のあらゆる協力案仰ま､このルール化作業の結果と何らかの関わりを持つものとも考えられる｡

本調査では､このような基本認識に立ちながら､広くメコン河下流地域全般にわたる水利用･農

村開発案件の掘り起こしに努めるとともに､案件間の相互支配的な関係の究明にも意を用いた｡こ

れらの結果が近い将東日本政府の協力案件として取り上げられ同地域の発展に対する我が国の

貢献の一助ともなれば､望外の幸せである｡

平成9年3月
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株式会社 三蕗コンサルタンツ

取締役社長 渡辺滋勝
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Ⅰ.諏査の背景

Ⅰ-1･外務省rjUコン簡閲発構想｣

我が国外務省は､メコン河流域地域の聴合的な経涜成長を支援するために､1996年7月､ r*

メコン圏開発構想｣を策定した.こTLLま､我が国のODA政策を展開する上で､従来的なhle Taker

から､今後は独自の"Ground Design"にもとづくble Hakerを目指すための試金石となる重要な作

業である｡三蕗コンサルタンツは大メコン圏タスク･フォースのメンバーとして､農業･水資源部

門の開発構想策定に参画した｡

大メコン圏開発構想において､基本的視点として取りあげられたのは､概ね以下の各点である｡

･大メコン圏を､ 1つの経済圏と捉える｡

●発展のボトルネックが公共施設(インフラ)の未整備にあると認識する｡

●インフラ整備を,リージョナルなもの(幹線道路等)と､ローカルなもの(農村開発等)

の両面から進める｡

･地域間格差の是正に努める｡

･主要幹線道路網を整備する｡

●戦略セクタ｢基幹産業の育成により､経済力の増強を図る｡

･各プロジェクト間の整合を配慮する｡

･官の役割を､民活推進のためのFacilitatorと位置づける｡

●ラオス､カンボジアヘの重点的支援を図る｡

･圧倒的比重を占める農村の漸ヒを図る｡

●農村開発に当たっては､複数のセクターをパッケージとして実施する｡

●人材青嵐制度面の改善, B HNへの配慮等に従来以上に意を用いる.

●農村活性化において､農民意欲の向上に必要なソフト面の改善に努める｡

●アグロインダストリー等､農業生産以外での雇用機会を増大させる｡

●人的資源開発のための訓練センターが不可欠であると認識する｡

｡既存システムのリハビリにより､確執農業の満性化を図る｡

●農相コミュニティーの振興を配慮した拠点･中潮県濯概開発を検討する｡

｡東北タイに対する乾耽水源手当を検討する｡

･地域拠点都市近傍において企業的契約栽培方式を換討する｡

･森林資源の環境破壊を阻止する｡

･観光資源を重要な外貨獲得の手段と位置付ける｡

従って､今回調査の柱の1つは､上記の基本的視点のうち､特に水利用･農村開発に関する事

項の現状把垣と､今後のODA候補案件の発振に努め､大メコン圏開発構想をより具体的なものと

することである｡



I-2.メコン河童月会OCC)への支援強化

一方､ 1995年4月5日､カンボジアを含むメコン沿岸4カ国の間でなされた合意調印によって､

18年ぶりに正規の組織機能を復活した新生MR Cでは､国際河川メコン河の水資源を､流域地域の

調和ある経済発展に役立てるため､広範な事業活動を展開している.その初代事親局長に､我が国

から的場泰信氏が就任したことからも､沿岸地域に対する我が国の協力は,今後一層､拡大財ヒさ

れることが予想できる｡

この点について､上記r大メコン圏開発構想｣の基本的視点では､次の各点が指摘されている｡

●メコン河童貝会(MRC)への協力として､気象水文等の管理ネットワーク整備を重視

する｡

｡環境コントロールのマスタープラン策定等を支援する｡

●メコン河水資源等のデータベース構熟その逐次修正に努める｡

･水文監視､査察制度の確立に努める.

●河川水哩モデルの構築と､適正なシュミレーション化を図る｡

･流況調整に大きな潜在的可能性をもつトンレサップ堰構想に注目する｡

これらの諸点と関連して､現在､ MR Cにおいては2つの重要課題が進行しつつある｡それら

は､

(1)カンボジア加入に伴う｢流域開発計画(BDP)
｣の見直し

(2)新臨定に伴う｢水利使用規則｣の策定

である｡従って､今回調査のもう1つの柱は､上記基本的視点､および進行中の2課題に関する現

状把握と､今後のMR C支援の具体策を検討することである｡

なお､ MRCでは､ 19!描年11月に機構改革を行い､従来の4部制を組み替えて5部制とした｡

新規に創設された敵ま､農業部(Agriculttml Divisicn)である(図-1参照) ｡

今回調査においては､ MR Cがこの機構改革を通して今臥沿岸諸国における農業農村分野の

事矧ヒを図ろうとしている点にも注目し､所要の情報収集､意見交換などを行った｡
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ⅠⅠ.罷査地域の現状と問蔑点

II- 1.訴査対象地城

中国雲南省からヴェけム領メコンT-)レタまで､6カ国にまたがるメコン河は､流長4,350血

流域面積79.5万血=こおよぶ国際河川である｡

このうち､タイ､ミヤンマ｢ラオスの3カ国が接する地点(ChiangSaen地尉以降を｢メコ

ン河下流地域｣と称する｡メコン河下流地域の流良ま2,400血流域面静ま60万h2で､東北タイ､

ラオス､カンボジア､ヴェトナム領メコンT-)レタ地域からなり､居住人口はおよそ6,000万人であ

る｡窺在のMR Cの対象地蛾ま､メコン河下流地域であり､今回の調査では､本流域を調査対象と

した｡

II-2.地職蔓業の背景､特色

地域の地勢･水文上のもっとも顕著な特色は､メコン河の流量が雨期と乾斯で著しく相違し､

これに伴って水位変動が激しいことである｡雨期最大流量は､約60,000D3/s,乾期最小流量は約

i,500n3/sと40倍もの差がある｡また雨期と乾期の水位差も､ヴイエンチャン地点で11皿､プノン

ペン地点で7nに達しており､平均地形勾配1/30,000という広闘な地形とあいまって､広範囲な洪

水氾濫原を形成してきた｡

従って地域の農業は､古来よりこの地勢･水文上の特色に支配され逆に､ 9q化することによ

って成立してきたoすなわち､雨期には氾濫醇の水位に合わせた浮稲や減水期稲が栽培され乾斯

には排作放棄､ないしは僅かな天水にたよる畑作物が栽培されてきた｡換言す和ま､地域の農業は

長期にわたって､土木的な手段よりも､むしろ育種的な対応によって維持されてきたといえる.

また､このような地勢･水文上の特色は､地域営農の形態にも大きな影響を与えた｡すなわち､

圧倒的な自然の影響力の前には､多臥多収穫型の営農はリスクは大きく､農民は長年の経験によ

って,そのような営農形憩の採用に消極的にならざるをえない｡例えば､カンボジア平原における

在来的な営農パターンでは､ 1米作当りの投下労働量は25人･日Alaであり､近代的な濯混農業の

1/10にすぎない｡また､この地域でiよ広間な地形条件もあずかって､他地域で｢股的に見られるよ

うな､溜池や井堰の維持管理等を通した集団的営農という対応もあまり普及していない｡

このような粗放な農業は､不満足な単位収量しかもたらされ多くの改良すべき課題を抱えて

いる反面､長期的な視点からは､地域の自然環晩生態系との共生を長年にわたって可能にしてき

たとも言える｡従って､この地域の農業に対する今後の開発行為においては､長斯的な地域環境と

の相互関係に着目した持続可能な農業の観点から､地域の地勢･水文上の背景と特色を十分に配慮

していくことが必要である｡
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II-3.地鰍嘱状

表-1に､メコン河下流低域の農業関係諸元を国別(一部地域別)に対比して示す｡

秦-1 JE美FR俵fE元対比表

諸元 タイ

(うち､東北
タイ)

カンボジア ヴェトナム
(うち､メコン

デルタ)

ラオス 備考

人口(100万人) 5了,8(20.I) 9.6 72_αー4.8) ヰ,4 1992.93*##
人口増加車(%) 0.82(-) 2ー7 2.3(2.5) 2.6 1985-92

農業人口(ー00万人) 36.5(-) 82 40.8(-) 3.7

農業人口比辛(鶴) 63(-) 85 6q-) 85

GDP(ー00万S) ー24862(-) 1,8 1283ヰ(-) 1,33ヰ 1995年世銘
農業GDP比率(鶴) 1ー.9(-) 45.0 29.咲-) 56.3 同上

GDP′人(令) 2.1ヰ9(-) 194 ー8∝-) 2∈lO 同上

卓出に占める農業比車(鶴) ll_4(-) 3.7 42.8(-) 40.6 1992.93資料
落手卒(%) 93.5(-) 37_8 91.9(-) 53.5 1995UNDP

摂取カロリ-に占める敷物力

ロリー(鶴)

85(-) 94 84(-)
_79
1990-92

国土面様(1.000km2) 513.1(168.9) ー8ー.9 33ー.7(39.5) 236.8 1993年資料
耕地面積(1,000ha) 20,800(9,300) 2,一oo 6,700(2.464) 8 同上

兼讃耕地面秩(1,000ha) 4,400(950) 92 1.860(620) ー25 同上

5f丑増加率/辛(鶴) 2.3(-) 0.4 0.7(-) 0.6 同上

森林面篇(1,000ha) 13.500(-) 1ー,800 9,700(-) 12.500 同上

森林減少率/辛(%) I.4(-) ー_0 ー.I(-) 0.9 同上

主要作物生産i(1,000ton)

栄 18.216(-) 之.282 19,428(10,900) 1,577 ー993.94資料
メイズ 3.328(-) 86 652(26) 56 同上

キャッサバ 柑.09ー(-) 58 2,390(102) 180 同上

&#+E' 37.823(-) 159 5.940(2,509) 65 同上

野菜類 i-) ー79 3,204(-) 156 同上

落花生 i-) 3 212(23) 5 同上

コーヒー 72(-) 糾(-) 9 同上

家畜飼養頭数(1,000環)

牛､水牛 1ー,1ー4く-) 3,000 6.021(550) 2.249 同上

豚 4.985(-) 1.518 l2,28ー(I.8ー0) 1.674 同上

家禽 160,863(-) a.164 82.000(-) 10,897 同上

農業インプット

化学肥料(1.000t○n) ー.ー26(-) ー5 909(-) 3 同上

差薬(ton) i-) i-) 9.941(3.803) 同上

トラクター(ー.㈱台) 1234 1 350(-) 同上

注:上表は主として､ r大メコン周開発♯善報告暮｣に妃載の牡隼によったが､その他に下妃の各資料を参考とした｡
1

1995rH6年産特定海外産兼農村開発事集推進網査報告暮(日本産兼土木盆合研究所)

･1996rタイにおける農業の現状と農業政策地向｣(ジェトロ川口槻)
･

1996rBasic Statistics in the L^O P.D.R 1995｣ (Nd'onal Statjstjc41 Centre, LAOS)
･ 1 996rDeyotopl柵nt Objectives, Str血egie8

JLnd Proqal叫( NPRD. G■m仙)

_
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以下に地域農業の現状について略述する｡

1)東北タイ

東北タイのメコン河流域には,およそ930万haの農地がある机その大部分では天水農業

が行われ濯軌馳ま95万haにすぎない.この地域では､もともと水量が不足している上近年

の森林伐採により､水不足は更に深刻化する傾向にある.

地域を流下する主要な河川はメコン河の2大支温チ-河とムン河である｡これらの流域面積

は､約117,000血2,年間涜出水量は288億Ⅱ3である.この河川上滝部には､ナムボンダム等の大規

模なダムがある胤メコン河本流からチ-､ムン両河川に導水し､用水補給しようとするコン･チ

-

･ムン計画等が乱上にのぽっている｡

この地域の土壌ま全般にやせており､塩害の被害も約2【相方haの農地に拡がっている｡塩害

の遠因は､地下の岩塩層からの塩分上昇にある汎不完全な濯概排水がこの問題を｢層増幅する一

因にある｡このため､新たな用水確保のほか､営農形態の見直し､.)-チングによる除息排水路

の整備などの改善策が必要である｡

2)カンボジア

農業生産がG】)Pの45%を占め､国民人口の85%カ填業に従事しているカンボジアにとって､

経済発最の弛ま､農業生産の向上､農家所得と購買力のアツスこれらによる農村経済の漸ヒで

ある｡

このような背景の下で､市場経済体制の導入酎ヒを前提として展開されている第1次5カ年計

画(19≦垢-2000)では､農業農村開発は､貧困緩和､食料安定確保､外貨獲得のための政策を最庭先

課題に位置付けている｡なお､米の生産量は㌶0万トンで､現状では国内需要を満たしていること

から､農業の基本政策においては､より高い農家所得を保証する作物への転換が重要な課題となっ

ている｡

メコン河および支流のバサック河､トンレサップ河治績の低平地ま､先述したとおり､洪水斯

の氾濫原を形成しており,雨期氾濫がもたら胡巴沃な土砂と､水位変動を巧みに利用した営農休系

が､古くから採用されてきた｡このような営農は､同時に漁業資源の面責源である湿地をも維持す

るものであるから､これらの自然順応的生敵1ターンの利点を十分に考慮していくこと机今後の

開発行為上､重要なテーマとなる｡

3)ヴェトナム領メコンデルタ

ヴェトナムの米生産の半分以上を占め､しかも地域の耕地面積の3/4が階作で占められている.

メコンデルタ農業にとって､米の国際市場触格の趨勢は､地域農業の今後の方向性を定める上で､

もっとも重要な要素である｡

この点に関連して､農業農村開発省の示す基本姿勤ま､今後TJ)レタ農業の展開上､パイナップ

ル､大豆､果扱高品質米等､換金性の高い作目を奨励し,輸出による外貨獲得を目指すとともに､

食料供緋Ej7がもはや上限に達している北の地域(ハノイ周辺地域)に対して､メコンT1レタ地域
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が供給基地としての機能を強化することである｡

また､デルタ地域の農家収入の25%が内水面漁業によって占められている現状から､今後は漁

業をも含めたⅦ王Famin{を志向しており､そのためにも乾期における淡水の補給が睦めて重要

な課題であるとしている｡

メコンデルタ農業の今1つの課題は､年率2･5Ⅹの人口増加の結果として､年々､戸当り農地面

肴が狭州ヒしていく問題である｡このような背景から､雨期の氾濫軽減と従来粗放的に放置されて

きた酸鮎壱酸塩土壌地域(T-)レタ全休の40%を占める)の有効利用を進めていくこと机重要課題

として検討されている｡

4)ラオス

メコン河下流地域の中で､ラオスの有する顕著な特色は､国土面積(すなわち流域面勧の割

合に､河川流出水量が大きいことであり､かつ､その山がちな地位条件のために各支流河川からの

洪水流出が急激なことである｡

このような生来の特色は､近年の森林破壊による水源面責能力の低下によって､更に顕割け

る傾向にある｡森林破壊の主原因は､適正量の2倍に達する企業的な森林伐採と､山地農民による

焼畑農業にあるといわれる｡

一方､ラオスの農業生産観まGI) P全体の56%を占め､国民の85%カ唱業に従事しているにも

かかわらず､農地面静ま約80万haで国土面積の3･4%にすぎない.しかもその大部創ま雨期の氾濫

被害と乾期の用水不足にさらされる不安定な条件下にあるため､農業面での水に関するインフラ整

備はラオス経済全休の視点からも最緊急課題となっている｡

従って,このような農業インフラ整備によって達成すべき目楓ま､米の自給達成(毎年約10

万トンが不足)という地場農業の体質財ヒであるとともに､国家経済のテイクオフに資する企業的

農業の展臥ならびに生産環境の長斯持続聯症持の観点からの森林陳全対策の3点である｡

以上に略述した現状から､今後検討を要する主たる農業生産阻害要因を､各国対比の形で､義一

2に整理する｡
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Ⅲ.調査案件の概要

外務省r*メコン圏開発構想｣ (1996年7月)のうち､水利用･農榔碍充分野での具体策を検

討することを目的とした今回の調査の結晃以下に掲げる名案件に関する借鞭と概要構想が得られ

た｡

カンボジア:

① 26条ble化関係詞査(此: -+ JICA社訴部開調)

②上記関連の技術センター事業(ADCAPP.+ JICAプロ技協)

③ 'J噸摸(重力)推称こ対するSIRAP事業OnC事業)

㊨ Prek Thnot稔含水利対策事業(JICA開調→ OECFローン)

⑤ Recessi皿Crqpping支援財ヒ事業(JItA閲調→グラントorOECFローン)

⑥雨斯氾濫窮地馴岬詞査のフォロー事業(
→グラントand機材供与)

⑦トンレサッ刀樹整頓構想( JICAプロ形調査)

⑧農相金敷支陸尉b事業( JICA開調-> OECFローン)

ラオス:

⑨ 26条ble化閑職査(弧C + JICA社調部開調)

⑳上記関連の技術センター事業(ADCA PP - JICAプロ技協)

① Nansouang港満改善事業(岨C調査.+グラント)

⑧ Se 8azv Hieng稔含水利対策事業(甑C調査⇒グラント)

⑳メコン河沿岸貧困地削噸模農村環境改善事業(JICA開調⇒機材供与)

⑳インフラ資金貸付のためのTvo Step Lu事業(OECFソフトローン)

⑳焼噸渦韓業(JICA閲調→機材or OECFソフトローン)

(JICA閲調)

東北タイ:

⑧ 'J噸摸(勤)港漉に対するSIRAP事業(弧C事業)

⑧ポンプ誰漉改善事業(OECF緊急調査.+ OECFソフトローン)

参考｢コンチームン蜘

⑳既存大柳瀞脚頚改善事業(ADCA PP.+ JICA開調う8ECFローン)

⑳ bi et南敢柵善事業(ADCA PP - JICA開調⇒ OECFローン)

ヴェトナム領メコンデルタ:

⑳ドンタップ地域水管理島村開発事業(JICA閲調.+グラントand OECFローン).
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の3点から構成され全触270万が計画されている｡

･本件に関連して､日本の資金($194万)による1mpro叩nent Of the HdronetEX'rOlogical
Network (compnent 1)uより､カンボジア31カ所､ラオス勃所､その他猟計6Ob所の既

存ステーション整備がマルチラテラルとして先行しており､1995-卯年度予算で実施される予

定である｡また､洞(mnpnentq玖近くオーストラリアの受動$136万､約20b而で着手

される予定である｡

･従って､本件のobjecbve 2で整備すべきステーションの対象(予算案では､約$1CK)万)は､こ

れら先行分との重後を避け､かつ今後新設が不可欠なもの等についても稔合的に検討する必要が

ある｡

･これらの内容として､

流域4カ国の水文杭測ステーション総数･･ 450カ所前後(タイ188.カンボジア31､

ヴェトナム1(札ラオス144)

1a己のうち､主要な基準点と考えられるもの: 125カ所(コア基準点14､二次基準

点孤､三次基準点81)

1a己125ステーションのうち､日東オーストラリアにより､改良予定のもの63カ所

(コア基準点1乳二次基準点臥三次基準点46)

上記125ステーションのうち､兼改良(or改良不要)のもの62カ所(コア基準点乳

二次基準点25,三次基準点35)

●これらを整理して､衷-4に掲げる｡表中､
- Reviewedin1988.･ 4カ国担当者会議(1988)時の整備案

- Reviewedin 19fX) :オランダの加岨Hydraulics社の調査(19SK))時の案

-
鮎viewedin1995:タイバック氏(MRCOB)の案

1
0柁ra皿Obj : MRC窺担当官の試案 である｡

･水文観測ステーション整偏のハード面では､国ごとに現状が異なる｡すなわち､カンボジアでは

内戦前に設置された自言潮測用ステーションの多くで､パイプシャフト､桟鳳上覧等が使用可

能と思われ従って自記水位計の設置および簡易な土木工事のみであTuま､駆,∝沿以下で整備可

能､新設の場合も$ 1万以下と考えられる｡

一方､ラオスでl概存ステーションの大半がスタッフゲージであるた臥これらを自言討粒計に

替える場合には､やはり$ 1万/カ所が必要と考えられる｡

･なお, MRCによttlま､ぷ己のa,npnentl (日本)と､00mpnent2 (オーストラリア)で施

設の整備内容が大きく異なる恐れがあり､今後の観脚L上､懸念される｡すなわち､日本によ

る整備水準が維持体制をも考慮して,自書劫唯計(n岨ting
gauge)設置を想定しているのに対

して,オーストラリアはソーラー}iネ)臓臥コンピューターデータ読みとり装置の設置を計画

している｡
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なお､上記のうち､

eX9Xま､19!X;年I1月20日､ JICA-nC間で開発協力に関する基本合意の署名済臥

⑥ま､現在JICA開発調査中､

⑳掛ま､ JICA開発調査済みなるも､拡大調査が望ましいもの､

⑳ま､ JICA開発掲査への要請提出済み､

⑳臥1996年ADCAPP済み案件を今回拡大究邑近くJICA開発調査への要請ある見込臥である｡

以下に①､⑳の各案件構想について言改良する｡

Ⅲ-1.カンボジア

① 26条Rule化関係詞査(MRC →'JICA社調部開調)
･

1995年4月5日の協定調印に基づき, 17年ぶりに正樹ヒを果たしたMRCにとって､協定皇第

5条の内容(メコン水資源の合理的かつ公平な利用- unable iud Equitable Utihdon)杏

円滑に履行するための大前提となるの机第26条(水利用と流水間分水に関する規則.Rulesfo,

Water Utih2a血nand hter･BasinDiversiozLS)の具㈱取り決臥すなわち､ 26条Rule化の

ための調査である｡

･協定書第5条では､第26条の前提となる諸条件航すでに義一3に示すように整備されている｡

秦-3 協定書第5条の諸条件

本/支‖lの別 メコン東砂勺/外

支川水

本流水

流域内利用

税域外分水

流域内利用

流域外分水

●■●●●4...ffPtff++41-.-....--II......-.-I.....A-●●......-.........---...-..-■---●●●●l1-●r1+I--■■●●●●■●■■-●

時期

柳
醐
研
醐

乾斯

雨期

乾期

雨期

必要な手続き

∫.Cへ通知

同上

岡上

岡上

∫.Cでの合意(事前協議)
∫.Cへの通知

I.Cでの合特別意(事前臨議)

∫.Cでの合意(事前臨義)

･従って､ 26条Rule化調査の主要課徴ま､乾斯の本川水利用に関するものとなる机義一3に掲

げる支‖偶免および雨期の本川水利用が下流部に与える影響を知るためには､基準地点と基準

流量の設定も重要なものとなる.

●

MRCが用意したTORによれば､本件は

･

objective
1: Rule化素案作り

･

objecdve2: bye networkの整備等

･d蜘Ⅶ3:セミナー､研修等
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表｢ 2卿封旦墨

生産阻書辛E] ‡北タイ カンボジア ヴェトナム領メコンT-ルタ ラオス 4考

･乾期自然的要田 (10-4月)の降水I､河川
流I不足

･低い土壌肥沃度､

･雨期の洪水氾濫(約100万ha) ･雨期の洪水氾濫(主に上流園
からの流入)

･雨期の洪水氾濫(主に国内支
流i可川による)

∫(低カチオノ交
推℡t)

･ti基性母岩に起

･牝期の河川水JL不足 ･乾期の河川水I不足と塩水遡
上(内陸如70kmまで)

･乾期の河川流暮不足

ーEE]する塩音 ･雨期と舵期での大きな河川水
位差(プノンペン地点で7m)

･硫酸酸性土壌他の拡がり(約
180万h■)

･雨期と乾期での大きな河川水
位善(ヴイエンチャン地点で

･森林′

1ーm)

技術的要因
減少(年率H%)による河

)"流出の低下(10%以下に)

･5I､

･内職による5I激施投の荒廃
(要改良糾1地区)

･5I漉排水ポンプの老朽化 ･森林破壊にともなう河川流出
の変イヒ(洪水の増大と乾期の渇
水)

漉ポンプの老朽化
･森林破壊等によるトンレサツプ
湖-の土砂流入と火ミ空の並/i>

･硫敢酸性土蛾地開矧こ必要な
盆▲的接櫛比系が美称dF

･低い施肥I

･低い施肥暮(特に牡期作)
′◆

ー低い施肥I

J[E)

･低い施肥t ･技術要点の不足
･省力型作物キヤツサハの拡大
による土t*浸食事

･技術要点の不足

･平坦地形に起因するダムサイ
ト不足

社A軽済的
不要囚 米の国際価格低迷

･水利組織..(
･就A[者(特に男子)の不足

ヽA
･米の国際価格低迷 ･全般的な市境経済の未成熟

の活動力不十分
･農協およぴ水利組.,の未成熟 ･At兼強機材､貯蔵.市境施設

尊が不+令
･低い道路整備水準

･施設更新兼の準備不足
･内戦時の大JLの地雷埋設(600
方個)

･大JLの肥料輸入 ･A兼米機材等の全般的な不足

･低い道路整備水準 ･農業金融の貸し出し制限(共
間細A内のみ)

･Jt協およぴ水利組合の未成熟
t)

･山地少数民族対策



･一方ソフト面では､観測ステーション整備後の搬すなわち0伽経費の手当が問題

となる｡MRCの試算によTuま､メコン河本鼠支流の重要ステーション125カ所必要な年間Ond

経費は､約$120万であるが､窺在のところ､その手当の目途はない.従って翻施設の整備計

画は､あらかじめ整備完了後の維持管理体制と一体的に検討されることが必要である｡

･関連して､触よび解析要員が現状では質･量ともに不十分であることから､その掛乳養成

の必要性があげられる｡この点に関しては､②､ ⑳こ述べる｡

･次に本件謁査のカウンターパート機謁は､それぞれ

●カンボジア:農株水産省水利水文気象局

●ラオス:農林省気象水文局

●ヴェトナム:農業農村開発省水資源局

●タイ:科学技術環境省エネル羊一閃発促進局

であることが分かった｡その背景には､

･カンボジアでは､上謙脱が水文観測所および緋己録のほとんどを掌近していること､

また､ここ数年進められてきた水資源法CWaterRefDurCeSLbW)の法射ヒ作業ま､同機

閑が核となって推進され近く閣議決定を経て成射ヒの見通しであること

●ラオスでも水文観測は従来､農林省が主(47STs)
､通信運輸郵便建設省が従(42STs)

となって実施されてきた汎1996年11月に国会承認された水資源法仰ねter
and Water

bsD､mS IAW)では､観測体制の上吉誠関への一元化が明記■されていること

･ヴェトナムは昨年の省庁統廃合により､大槻県な発電のみエ業省に属し､その他の水資源

開発･管理(洪水調節等を含む)は､すべて上言誘隻閑に統合されたこと

●タイはDEDP設置法(Energy lkvelopmentand Promo血n A如により､東北タイに

封ナる大規模発電以外の新規水利開発･水資源管理が上記機関に帰属すること

等があげられる｡

②上記関連の技術センター事業(ADCAPM.+ JICAプロ技協)

･カンボジアではig己のとおり､水文統測および解析要員が質･量ともに不十分であり､その確保､

養成が必要であるが､このような人材の不足は長い内戦の結果､どの分野にも共通した問題であ

る.

･濯濃分野の複軌ならびに今後の進展のために､ UNDP･MRCが1994年に取はとめたレポー

トぐhga血Rehabilita血StudyinCamtxxh ")によれば､平均受益面積2COha前後の濯

濃地区の計841カ所がリストアップされている(義一5参照)
｡

･これらの小瀕膜濯濃復乳農民水利組織の青嵐新たな大境模濯漉計画の策定等に必要な技術要

員育成をEl的とした` Tcx,hdcalServia αnterfor Irrigabon System qSCI) "のプロジェクト

協力要請は19%年9月､カンボジア国水利水文気象局から日本大使館に提出されている｡
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Summry of HydroAoglCai ObservatJOn StatIOnS tO be Improved

(義-4 LMRCの水文挟測整備案)
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･一方､カンボジアでは先述(ⅠⅠ･2参照)のとおり､｢雨期氾濫という与件と瀬応した農業の発展

方向｣を追求していく姿勢が望まれる｡この基本飴題と深く関与する要素として､

･トンレサッフⅦのもつメコン流量洞整授能(詳しくは⑦で後述)

･保護地域(ProtectedAnea)の保全

の2点があり､これらに関するデータ収集･解析は､いずれも環境省の所轄事項となっている｡

●しかし､ 1993年に設置されたばかりの環境省は未だ爵休(職員数350人)であり､その人材面

からの強化や調査体制および調査資機材の充実等が､大きな課題となっている｡

･従って､今後カンボジアにおいて技術センターの開設を検討する場息例えばタイの比C等よ

りも,より幅広い分野にわたる技術要員の養成を､水資源･地域環境保全､ならびに農業発展の

複合的な視点から検討することが必要であろう｡

●なお上蓋改堀護地域(PmtectedA陀a)とは､保護すべき湿地や国立公園乳カンボジア全土で

23地区､面静こして約330万haの地域(国土面積の18%)を意味し､この中には水栗鼠森

林資温自然動御礼水産資温草地等の稔合的な維持保全をうたったトンレサップ湖および周

辺地域(32万ha)が含まれている｡ 23の保護地域の分布を図12に示す｡

･また､濯濃技術の移転については､タイ国内におけるラオス技術者に対するJICA第3国研修等

が実施されているが､言葉の障象技術レベルの開き等も考慮し､かつ水利用･農業開発に関す

る我が国技術協力の拠点を築く観点からも､カンボジアに対しては､独自の機関の新設を検討す

ることが望まれる｡
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(秦-5 カンボジア濯渡一覧)

SummaⅣofExis tingJrrigationSystems

JEXISTING(ha) lpoTENrTJAL(ha)
lく100 100-500 >500 Total lく100 loo-500r,500 Total

Totalarea(ha):

-wetseason 7.903 46.599 118.225 172.727 5,657 67.706 345,981 419,344

-dryseason 9,190 31,225 63,241 103,658 ll.590 46,201 129,229 187,020

Numberofsystem 464 294 83 841 283 380 178 841

Dateofconstruction:

-Beーore1953 23 39 15

令

54

5

77 14 44 19 77

-1953-75 73 47 129 46 62 21 129

-1975-79 336 191 581 209 243 129

9

S81

-1980&afler
32 17 54 14 31 54

Statusofsystems:

-Fu"yoperational 133 37 6

77

0

176 N/A N/A N/A N/A

-Paniaーーyoperational 217 256

0

550 N/A N/A N/A N/A

-Notope｢atio∩al 115 115 N/A N/A N/A N/A

Watersource:

ーReservoir 373 259

7

8

35

4

56

4

1

20

2

669 230

2

46

4

□

319 119

9

.2

45

3

669

-Lake 13 24 13

7

37

3

24

I-M8jo｢riVer 46 55 55

J_Min.,,ive,

.-Stream

31

1

86

7

86

7

Pumpedsystems 24 13 7 44 2 25 17 44

Jcropping:
【l-wetseaso∩o∩ly

EトDryseason.nly
143 126 35 304 86 98 50

I

234i
175 100 21 296 162 106 39

3D8l!
-Wetanddryseasons

31 68 27 126 34 176 89

2997!
jyie[ds=
潤

＼〟etseason:

-<1.5t/ha
90 103 30 223 20 53 19

l

92l
-1.5-2t/ha 77 80

7

35

23

2

7

22

2

180 75 180 95 350

->2t/ha

･Dryseason:I

-<2uhai

r18
58

27

100

38

57

35

45

18

18f

91

･20!:i
399:!!

i-2-3t/ha
胡

159 85 266 231 EEE] 49

6l;->3Vha
l

39 15 56l 48l 41i
I

…Potentialwaterconstraint N/A N/A N/A N/A 50 182 87

!potentialsoilsconstraint N/A N/A N/A N/A 25i 64 21i 113l!
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(図-2 カンボジアの保護地域図)
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(図-3 オランダSⅡ払P事業の涜れ)
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㊨ prek Thot捨金水利対策事業(JICA閲調⇒ OECFローン)

･首都プノンペンの南郊に位置し､タケオを経てシアヌークピノ摘に至る重要国道3号線を横断す

るプレツクノット川の絶含水利対策事業は､1960年化我が国の援助により上流ダムの建設をは

じめとして着手された机その後の内戦等により､ダムエ事等が中途でストップし､近年に至る

まで放置されたままであった｡

･しかし､この給金水利対策事業は､首都圏や主要国道､港湾との位置関取および食料生産基地

建設(全体受益農地16,∝仇a)などの観点から､カンボジア経済の発展上極めて重要な意味

を持つものであり､カンボジア政柵ことっての最重要な政策課蔑となっている｡

･これに対して､緊急対策的な意味合いから､ 1993-94気配道3号線こかかるXDnPng Tbol

頭首工およぴその下洗濯概受益(&mdalStung地区の十部1,950ha､およぴTonle Bati地区の

一部1･600lla)に対するグラントを前提に､JICA閲調が実施され1996年5月､ 1312万事の事
業計画案が策定された(図-4参照)

｡

●しかし,その内各事業費の適盃検討(緊急的な一部対策ではなく､総合的な対策検討への前広

な姿勢?)等の理由から､グラントが実現しないまま､洪水による頭首工および国道の決壊を繰

り返し､現在カンボジア濯親局は,$240万の自己資金で復旧工事を実施中である｡

･我が国外務省i総合対策に対する円借款についても検討中といわれ外務･大蔵間で一定の方向

付けがなされた場良本件縁台対策はこれまでの経緯から全体的なMM調査を再度実施し､緊

急的なグラントの対象とすべきもの､および円借款の対象とすべきものの整理を改めて行う必要

があると考えられる｡調査費用は約3億円と想定される｡
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③ ,J噸摸(重力)潅概に対するSⅡ払P事業(MRC事業)

･図-3に示すように､ SⅡ払叩ustainable hrigated Agriculbre Prtp)は､

1)ラオス､タイの651の小型ポンプ(概ね250us)濯濃地区を対象に､農民ニーズの解析､

農民組髄亀化､潅漉システム改善､水管喝封L農産物生産流通等のための研臥デモン

ストレーション､指導助言を行う

笥ラオス､タイの10州を対象に､政槻の計画立象解析､事業実施に関する能力

アップを図る

3)メコン河下流地臥特にラオス､タイ間での農民および政府職員間の相互交流と協力体制

を強化する

を目的に､ MRCが1992年よりオランダの資金によって実施中の事業である｡

･このSIWpha5C lは1996年に完了し,引き続きphase2を実施すること机MRCのJ.C(令

同委貞会)において決定している机ボンフ確執こついては､これまでの経緯からして､今後も

オランダが(少なくとも向こう2年間は)アオローしていくものと考えられる｡

･一方､我が国がこれまでに勅ヒタイで数多く実施した小規模(重力)藩政および今後カンボジ

アにおいて積極的な協力が期待される同種の事業(⑤参事業等)に対しては､初期の開発投資を

フォロ~し､その効率化を図る意味から､本件事業をMRC支援の｢環として､検討することが

適当である｡

･ただし､従来のオランダによるSIW机ラオスの旧社会主義体制下の集既農場(コルフォー

スソフォーズ)的水管理の現状､および勅ヒタイの新規濯概地を対象に､ ｢農民による水管理

組合の膏血を主眼においてきたのに対して､新たな日本によるSIWでは､例えばrff物多

樹ヒと商品的農業の普乳なZft従来とは異なったコンセプトを掲げることも検討の必要がある｡

･なぁ上記のオランダからMRCに対する資金拠出は､約640万Sであった｡従って､本件③の

事業費規模(我が国からMRCへの資金援助)は､約$1,CKX)万､期間は約10年程度と推計され

る｡
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(図-4 プレツクノット稔合水利)

THAILAND
_′--ー､

′一

CAM B

PHNOM PENH

Kompong Tuo] Regulator

KandaI Slung Intake

｣
.
.
.
.
I
.
.
.
J
J
.
.
.
J
J
J
J
J
J
.
1
.
I

ProjectArea

VIEr NAN.

o Chi MinhlCity

Tut T7L] Spiu way

PhrLOm Tamao Caule FarTn

′

1 0 1 2 3 4km

+.:+:/+:.:
+L･

(二:=⊃
=Ⅰ三Ⅰ=

≠ Lニコ

~■~し.__

弓=コー

【コ

LL‡Cれd

Pdority Dモ､kpeJtL ^rc4

StL[dy Jh

N■Liohd Rod

Otk Rod

RLi Lvly

Rivtr

LLLEJPo■d

Elilliq FtiliLy

N一in C■n一l

21

･
KandaJ Stung打iolity

D亡YClopm亡nt Azta (I.950ha

KaJldaJ Stt)ng Study Å托a

(I0,∝沿ha)

Ton]e Bali

°en ter

LOCATION MAP



る机なお5･∝沿万m3程度の貯水量がある｡これと､朝ま土砂こ埋もれている舟1･ライ,その

他いくつかの貯水池群机｢水利都市｣アンコールの経済を支えたといわれる｡

しかし､この優れた施設も窺在ではその多くが土砂に埋没しているほか､特に内戦時代のボルボ

ト水路などによって､堤防緑が寸断される等､その機能低下が著しい｡従って､このカンボジア

の自然風土に9Wヒした伝統的技法を復旧するとともに､特にトンレサップ湖周辺部の新税開発可

能地でその拡大を図っていくことは､blmatageと並んで､カンボジア農業の振興に欠かすこと

のできないものと考えられる｡

上荒からの琵出水

蓋Lt)モ4[廿議e讐虫

図-6 Rece8BiozL Cropping概念図

⑥雨期氾濫原地域M〝謁査のフォロー事業(
⇒グラントand機材供与)

･現在行われている標記調査の結果として､現時点で21の小親挨濯混プロジェクトがリストアッ

プされており､それらの中には上記のQ,lmatageおよびRex2SSion Croppingがそれぞれ約半数

ずつ含まれている｡

･これらはいずれも､ ｢雨期氾濫と共生可能な農業発展｣というカンボジアでの基本認識と一致す

るものであり､可及的速やかに事業を実施することが望ましい｡

･また､グラントによる特定数の事業実施とともに､今後のカンボジア自身による普及上不可欠

な重機械などの機材供与を検討することが必要である｡
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㊨ R∝ession Cropping支援強化事業(JICA開詞⇒グラントo,OECFローン)
●

2m万h以上におよぶ雨期氾濫麻地域を抱えるカンボジアで､古くから洪水氾濫を巧みに活か

して実施されてきたのがrQ,lmatage (据水濯漉) ｣と｢触ssion Crq'ping (減水期潅載)｣

である｡これらは､いわば自然の摂啓こかなった営農法､あるいは自然限応型の技術として､カ

ンボジアを代表する二本柱である｡

●このうちblmatageは､メコン本流やバサック河に沿う自然堤防を雨期の河川水陸上昇斯こ人

工的に開削し､開削した水路(プレツク)を通じて本流の泥土を後背地の湿地(ベン:巾2血

前後)に誘導し､水分と土砂分を農地に補給する手法であり､近屯我が国でもその自然帳応的

な利点が広く知られるようになった(図-5参照)
｡

図-5 コルマタージュ棚念図

･一方､ Ⅰミ舵SSion Crt,ppingについては､我が国では未だその知識が普及していない｡R,mssion

C叩ping (減水期濯濃)は､雨期の氾濫水を貯留し､乾期の用水補給に役立てるものである｡す

なわち､約1J30･∝泊め緩い地形勾配のところに､高さ数メートルのコの字型の堤防によりオー

プン貯水池(トンニュツ7)を作り､雨期の洪水をストックする(この場魚水の流入Iよ上流か

らの流出､下流からのバックウオーターのいずれもありうる).

･乾斯で周辺の水位が下がり､土壌水分が枯はじめると､堤防の上流脚に貯留されていた水を調

整ゲートを通して徐々に下流農地に放流し､藩政用水とする.一方､放流により貯水側の水位が

下がり,水面下にあった湿地が露出しはじめると､この部分にも減水期稲などの作付けを拡大し

ていく｡従って､ R-ssion Croppingの受益地ま､堤防線の上汲下流両サイドである(図-

6参照)｡

●このR㈹ssiop Croppingは､プノンペン周辺よりも､むしろトンレサップ湖周辺部に多く発達

してきたoアンコールワット遺跡で名熟､シムレアツプ周辺では12世紀のアンコール王朝以臥

このようなR舵SSion Cropping用の堤臥およぴオープン貯水池が数多く築造されてきた｡

･その中でも現在に残る最大級のものとして､酔巧イ貯水池があり､相当量土砂に埋もれてはい

22



⑦トンレサップ謁整堰構想(JICAプロ形調査)

･雨斯にメコン河支流のトンレサップ川を朔流する水(490億m3)とトンレサッフ闇自身の自涜

域流出水(280億m3)の計770億m3を貯留し､乾期に下流部カレタ地域に水色抑-2,7Ch3/s)

を補給する潜在的可能性をもつトンレサツフ闇の流量調整触巨は､極めて重要である｡従って､

この調整鰯紘人工堰(海抜10mまで堰上げ)によって増強する構想は､日本ミッションを始

めとして古くから検討されてきた｡

･一方､トンレサップ湖および周辺地域での水丈堆砂等の観測資料は､ 1㈱年代初頭のフラン

スによる観測以臥打ち続く内戦などのた臥信頼するに足るデータが著しく不足している｡ま

た､カンボジア内戦後､トンレサッフ闇を取はく環境は著しく悪化しつつあるといわれる｡そ

の主たる原因は過度の森附克採､ボルボト水路などに起因する土砂の流入と水深の減久湖岸部

周辺の湿地林と漁業資源の減少などである｡

･従って､トンレサッフ調整堰構想を検討するにあたっては､期別の乱入水量､水魚流入土砂急

森林資温漁業資源などの環境要素の定量的な把起と､包括的なエコシステムの現状分析が急務

である｡

･これらの不可欠な調査ま､新設まもない環境省を中心に行われることになる机環晩省幹部によ

ttl£調査の進鼠ならびに関係各部司(県･郡役所､軍臥関係各省､環境餌体等)の協議と

コンセンサスなしには､調整堰建設構想は論議の対象にはなり得ないとの見解である｡

⑧農村金融支援強化事業(JICA開調⇒ OECFローン)

･カンボジアの農業を発展させるために政府がとるべき施策は多いが､今回農業技術普及サービス

と農村金融について閑職閑とコンタクトしてその支援強化の必要性を討論した｡まず､農林水

産省農業局とコンタクトしたo農業技術普及サービスの支援射ヒについては､項在オーストラリ

ア政府の援助が同省普及局に与えられており､Ⅳシステムを中心とする援助を得るべく世界銀

行とコンタクトしているとのことであった｡

･農村金融については､農株水産省､農村開発省がEU資金による実施女性省によるUMCEF

援助､ NGOsによる実施等によって断片的に実施されている机その規模は小さい｡カンボジア

政締ま､ 1995年に農村開発のための金融委員会(CCRD)を設けて､政府系農業･農村開発銀

行の設立を計画しつつあり､1997年1月に唱射金融のためのカンボジア政府め政策と戦略｣

を取りまとめた｡

･ CCRDでは､バングラデシュのグラミン銀行､タイのBAAC､インドネシアのラクヤット銀行

の事例調査を実施して､政府系銀行の運営ガイドラインと銀行業務に関する政策を取はとめて

おり､外部援助を求めている｡具体的には､政府系農業･農村開発銀行の金融及び銀行業務の詳

細を策定する開発調査と設立後の運転資金供与と技術支援のためのTwo
Step山mである｡農

村金融が営農改善､水利開発の原点となる村落共同体の,J傾換インフラ整備等に与えていくイン

パクトを想定するとき､これらの外部援助は緊急かつ不可欠のものである｡

24



Ⅲ-2.ラオス

⑨ 26条R山e化関係謁査(MRC一事JI払閲社調部調)
I ①案件の言説参照

⑳上記関連の技術センター事業(ADCAPq ⇒ JICAプロ技協)

●ラオスでは､現有の水文脚ステーション89b所のうち､ 47カ所が農榔残り

4劫所が通信運輸郵便建設省所属となっている机現時点では双方のデータ間で有機的な交流は

十分とは言えないoしかし､この点は､前述のとおり新しい水資源法の下に､気象水文の榊･

解析業静ま農林省にrjilはれることとなっているので､このような方向を念頭におきながら､

農林省内に要員養成センターの設置を検討する必要がある｡

･一方,首都ヴイエンチャン近郊には､ラオス政府潅親局の自前による- Ecole dehriga血(港

概技術者養成校)"机十数年前から要員養成にあたっており､その内容ま広く濯概調査手法､施

設設計などを全般的に包含するものとなっている｡

●またラオスで臥後述する⑳珍等､ ,J点検農業農村開発の全国的展開に向けて､首相を含む政府

関係者の意欲が睦めて高い｡従って技術センターが目指すべき要員養成の内容まこの矧こ沿った

ものであることが望ましい｡すなわち､単に狭義の濯漉技術だけではなく､事業実施手続き､ク

レジットアクセス､維持管理基準､農家指執市場情報象幅広いinstitu血nalな知識をもった

要員の養成も急務となる｡

●なお､先にも述べたように､タイ国内におけるラオス技術者に対するjICA集3国研修等の実績

を念頭におきながらも､今後の我が国による農業農村開発力の拠点整備という観点から､ラオ

スに対しては､独自のセンター新設を考えることが適当である｡

⑳ Na皿SOuang地区濯蔵敷善事業(MRC調査.+グラント)

･ナムスアン地区は､ヴイエンチャンの北約40knに位置し､ NamNgu皿川支流の濯漉予定地

区である｡同地区は､潅混同水耐乳焼畑農民の走臥ナムスアン川の流況調整等を目的に､ 1978

年にMRC案件としてOPECの資金により濯混ダム工事等に着手した机タイとの国境紛

争時に建設機械が国境地域に調達されたため休止現在に至っている｡

･計画の諸元は以下のとおりである｡

･均一型アースフィルダム(堤高22n､堤長1,1CKh､稔貯水量117百万m3)

･幹線水路(約3 km)

･支線水路(約30kn)

･濯概受益面積(乾斯3,5COha ､雨期7,00Oha
)

･改修事業費(10.6百万S)

●これに対して､ダム工事の未了(盛り立て残2 m久洪水吐･取水施設の要改修等) ,および
濯大半の水路未着工のため､現状での受諭ま数百haにすぎない｡図-7に地区概要を示す｡.
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･他の流域国に比較して､ラオスでは降水量が多いた臥メコン河全体の流域面掛こ占めるラオス

流域面積の比率(16%)の割りに,メコン河捻流出量に占めるラオスからの涜出の比率(27%)

は大きい｡従って､ラオス領内のメコン支流において､逐乱流況改善の事業を実施していくこ

と臥メコン河の流説改善に資するところが大きい｡

･しかも､ラオス国内のメコン支流は10河川にすぎT.そのうちメコン河の涜況に影響力をもつ

大支泌ま4河川(NanOu･ Ni- NET-, N皿Theun, Se BangfLeng)にすぎないので､これ

ら4河川を対象に逐次､改善対策を講じていくことは十分に可能である(図-8参照)
｡

図-8 各支概況図

･本件N皿鉛uang事業は､もともとMRCによって実施されたものであることから､日本の無塀

枠よりも､むしろMRC案件に対する日本の資金拠出の考え方が適当とも考えられる｡その場良

木件については,従前の調査資料が使えることから､日本からMRCに対する新たな調査費拠出

分は､約5,∝沿万円程度と推計される.

･なお､ラオス国首棚守海外資金委員会(CIC)が取ほとめた本年度要議案件･)スト中､本件は

第2位にランクされている｡またMRCのWork Program1997には本件事業は登載されていな

いが､ MRCラオス国内委員会によ和ま､ 1998年版には上記の謝毒勢を踏まえて､再度復活登載
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図-7 ナムスアン地区概要囲
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したいとの意向である｡

㊨ se BangⅡieng緋収懐手業(弧C調査-+グラント)

･セバンヒヤン川は､ il}けケット南部でメコン本流に合流する大支川で､メコン河全休(流域6

カ国全域)の流量に対して約4%の影響力をもつ上浜水流出も短斯に集中する｡

･後背地の低湿地まラオス最大の平野部として､農業ポテンシャリティーの融､地域(稲作面積比

率で､全国の17%)である机雨期の氾澄楓乾斯の用水不足のため､現状での生産悔摘め

て低い(米の単収で､平均115ton件以下)
｡従って､この地域の熟､潜在的生産能力を引き出す

ためには､同川の雨期･乾期の流説調整が不可欠である｡

･なぁ同地域の氾濫被害の原因は､メコン河本流の背水遡上によるものとの説がある机昨年9

月の大洪水時の本鼠支流帖我を調べたところによ紬£セバンヒヤン川とメコン河の合流

地点の本洗水位はセバンヒヤン川沿線農地の標高よりも5m低く､かつ農地の冠水被害がメコン

本流水位と無関係に20日間程度で終息していることから､同地域に氾濫被害をもたらすのは､

メコン本流水位ではなく､セバンヒヤン川上流からの流出ピークであることが分かる｡

･ラオスにおけるメコン河支流の各上流部に臥BOT方式の発電事業が計画されており､近い将

束ダムによる流祝詞勤期待できる机セバンヒヤン川のみは,その広間な地形条件のため適

当なダムサイトに恵まれず､発電計画がない(図-9参照)
｡

･従って､発電ダムに替わる流祝詞整手段として､同川周辺に広く広がる低湿地の一部をポルダー

により遊水漸けるとともに､洪水が主要な農地部に到達する前の河川蛇行部をショートカット

して､農地および集落の氾濫披害を軽減する方法が考えられる.ポルダーに囲い込まれた雨期の

貯留水は､乾斯の用水補給に活用される｡

･このような方法によるセバンヒヤン川の給含水利対策は､メコン河の読流改善の面からも大きな

意味をもつ｡上呂武漢件と同様に､ ｢血の開発には当初批判吋であった大鵬も､メコン河

の流況改善という視点から､現在では本件の重要性を認めている.また､メコン河流域運輸セク

タ｢整備計画におけるタイのムクF/､ン､ラオスの;g}けケット､ヴェトナムのドン･ハ→ダ･

ナンを結ぶ道路9号線計画個卜十11鍋の観点からも注目されている｡

･しかし前a2I簾件と同様に､ラオスに対する我が国グラントの粋がきついこと､ならびに本鞘ま

すでにMRCのWork Program1997に登載されている案件であることから､ QI簾件同様に､

MRCに対する日本の資金拠出の考え方が適当とも考えられる.その場合に推定される調査費は､

約1億円,事業実施費は約20億円と考えられる｡
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図-9 発電計画図

⑳メコン河沿岸貧困地軌噸倶農柳罵境改善事業(JICA開調→機材供与)

･本鞘ま1995年のADCAPq案件であり､ラオス国の本年度FJS調査要請リスト中､第1位にラ

ンクされる等､ラオス政府関係機関が最も期待をかけている案件である｡

･内容は､メコン河沿岸の農村部(brikhansay州およびElmou皿e州に位置し､延長約

250kn､幅約~10kn､総面積約2,500kn2の地域)において､農民申鼠農民負私農民参加を

前提とし､数百ha単位の小廟挨濯混整備を核とする総合的な農村対策事業であり､ラオス政府

が食料自給と農村経済の活樹ヒの切り札と目している案件である(詳しくは､平成7年8月の

ADCA P/F報告普参照) ｡
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ラオスにおける持続的農業農村開発のための技術協力の展開(イメージ)
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･このような背景から､本件については可及的速やかなFJS実施と事業着手が望ましい机FJS調

査の内容は､個々の小規模地区のデザインではなく､全体的な開発構想の方向付け,ならびに農

村金乱流通､作物多掛ヒ等を包括した具体的な手法の提言と普及である(個々のスキームのデ

ザインについては､全国数百カ所について､既にリスト化が進んでいる)
｡

･要約すttLま､本件昏案件､ならびに後述欄簾僻ま､ラオス農業およびラオス経済のテイクオ

フのための3本柱であり､その意味でも.,執､視点からの構想整理が必要とされる案件である(あ

るいは､⑳部妙3案件を｣古して､ラオス農業の展開を方向付ける全体Mm調査を別途に検討

することが必要)
｡参考までに,凄混同所属JICA専門家によるラオス農業全体のイメージ図を､

図-1 0に示す｡

･特に本件において中心吋課題となるのは, ｢事業実施に対する農民負軌の点であり､耽進み

つつある地区では､農業振興銀行(A柑)から農民への融資を経て事業が実施されている机APB

そのものは1994年に設立されたばかりであり､扱い資金高も年間20億円程度と微力なため,す

でに農民申請提出済みの15地区の中でも､今年度着工可能なものは4地区にとどまる見込みで

ある(秦-6参照) ｡

･従って､今後の本件事業展開上､ APBの資金準備を支援するための協力が大きな鍵となる｡この

点が次の⑧案件である｡

･なお､本件の事業完施は､農民の労働力提供を前提にしているものの､対象となる小規模スキー

ムの数が数百肺にのぽることから､その効率的な事業促進のためには垂線械の導入も検討され

る必要がある｡従って､本件に対するFJS調査の成果の1つは､重塊械の機材供与であることが

想定される.
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長一6 農業クレデットによるかんがいr対発(1996咋l)JSRIF三)

卦'j. 地区名 かんがい-Ln-戟 かんがい-rn-鶴

(桐】yJ.ha) (乾糊.ha)

300 260

2 カンパ 540 310

3 500 460
■ヽ

4 那/ムン 900 840

5

6

ホイバック 950 950

ホイサイ 410 200

バツカ 300 240

8 タブー 310 250

9

10+

ダン

カンタチャン

370 310

320 280

フユ/クノ 270 200

13

ナフォン 320 290

ヒユ/ヒ/ 350 300

14

15

ノンプ一夕

ラハナン

1,200 1､000

1,000 1､000

計 7､490 6､870

1 1 5

270

1 60

1 95

1 22

17i

282

3, 504

サバナケット州農林局部科

利率 ri,=J患状況 備夢¶

良一

7

良好

比.
i-1-一二‥叩--

7

7

良好

良. ダム

7 完了 好i'打二_r二

7 良一
一

7 良好

7 良好 -.ー■.-■--I---....---.....l.l....■.ー--.-■-I.I...-.I.IJI-.

7 良好

7 良好

7 i舶f-I

7 血W.L~

7 良好

7 完了

x･ホイバック地区,ホイサイ地区はL]本の一般紙資金協力で尖施されたサバナケット州稔合農薬-l-凧こより建設された幹線水路
からの2次水路を整備するものである｡

※※その他の地区は､ポンプ鳴からの水-整備するものであり､ポンプについては,
-:T･#または海外からの援助によるものである.



⑱インフラ資金貸付のためのTbo StepLe皿事業(OECF)
･

JiZ瑠凍件にかかるFJS調査のいま1つの成果として､本件の操業が考えられる｡

･ぷ瑠凍件の最大案として､ラオス濯桐ま全体で20万haを榛捺しており､その事業単緬を

$1,00肌aとしても､総勤ま巨額なものとなる｡従って本件の構想は予断を許さないが､いずれ

にせよ､ ⑬案件調査の中で､ローン対象の絞り込私版泣付け､ならびに農民に対する負担薮

償還条件などを稔合的に検討し､提言する必要がある｡

⑬船舶城軸喋(JI払閲調→機材供与o,OECFソフト｡-ン)

･ラオスの森林面積1,300万haは年々1 %ずつの比率で減少を続けており,その原因として木材

産業による過剰伐採(適正量の2倍に相当する50万tD山年)と焼畑農業があげられる｡

･ラオスには約30万世帯の焼畑農民がおり､全国稲作の20%を生産している他メイスキヤツ

iT/もフ)トツツリー､野菜などの生産を行っている｡耕作両帝の合甜ま約31万ha､内訳は陸

稲23･5万ha､メイズ3万ha､その他4･5万hとなっている｡

･

SII)Aの調査によれば､このような焼畑面積は､人口増加に伴って1981J82から19柵年の間

に73%増加(年率8%強の勧I])しており､森林･水･土壌資源等の保全の観点からも早急な対

策が必要となっている｡

･その1つは低地への移住政策である机かって北タイでも､山岳部の焼畑農民を平地部に移住さ

せる事業が実施されたところ､気象環境や生活様式の違いから健康阻害などの問題をおこし､失

敗に終わった｡従って焼畑農業の改善は移住型ではなく､在地型とすべきである机在地型の改

善には各種の農村インフラ整備と営農環境の整備が必要である｡

･このような視点から､焼畑対策にはこれまでADB､ UNDP､ ]政諸国､各種NGO団体などが

関与してきた｡アメリカのNGOによる陸稲の水稲への転換のための簡易堰の建設など机その

例である｡

･しかし山岳部は､基本的に雨量の多い地域であり､天水農業の与件を有した地域である｡かつ山

岳部においては急激な渓流出水などにより､堰などの構造物が決壊し､下流に被害をもたらす事

例も多い｡

･一方､農家所得の面からも､条件不利地での水稲作よりも､例えばFhitTree (Chinese apricot

etc･)等､換金性の高い農産物の栽培と加工机焼畑対策としてはより有効であると考えられる｡

この場合に必要なインフラ整備は､濯概施設よりも､むしろ農産物およtFbD=品の搬出に不可欠

な農道など輸送手段と､集出荷･洗通センターの整備である｡この観点から､今臥必要な調査

検討を行うことが適当である｡

⑱企業卿喋(JICA開調)

･総就業人口の85%､ GDPの60%を農業分野で占めるラオス経済にとって､農業･農村振興の重

要性は論を待たないし､地場農業の体質改善､足馳†ヒ､ならびに食料の安定確保という地道な

方向性は､極めて重要な基棉策である｡
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･しかし､その｢方で周辺諸国の経済活動が活発化し､ラオス職成長進度とギャップを生じた

場息タイ領などへの急激な人口流出と､ラオス内での深刻な労働不足､その結果としてのギャ

ップの拡大という､悪循環が生じることも想念される｡

･従って､在地型就業烏会の創乱鞄出による外貨獲得などにより､当面のラオス経済を漸け

るための企業型農業も,地場農業の育成と併行して不可欠な政策マターとなる｡

･さいわい大メコン圏構想の下に､現在､民道13号績の整備なと国外経済圏につながる幹線道

路の整備が進んでおり､国道9号緑の整備も近く着手される見込みである(図-1
1主要道鞍

図参照)｡

･このような輸送･涜通手段の改善にいち早く着目しているのがタイであり､掛､将来に東北タイ

の農産物およUbD=品机北部･中部ヴェけム(特にフもダナン地域)の巨大市場に流れ込

むことが予想される｡

･タイ農業に対して､競争力に劣るラオス農業にあって､大きな利点は､山地･丘陵傾斜地などの

地の利を生かした農業であり､平坦な勅ヒタイではできない｢高原野菜などのル｢生産･ル

ー出荷｣ (高度差を活かした生産および出荷時期の調整)の体制を､計画的に導入できる可能性

である｡

･このような企業的農業は､個々の農家単位では不可能であり､エンタープライズ方式による計画

的な生産および出荷のコントロールを前提とする必要がある｡その場息個々の農家はエンター

プライズにおける社員､あるいは雇用労妙音と位置付けられ加工および輸送部門を含めて､大

きな就業機会の創設が期待される｡

･以上のような企業型農業を展開する上で､格好の条件を備えているのがポロベン高原である｡同

地域に対しては､過年度にすでにJICA FJSが終了しており､事封腰請の順位も第1位にラン

クされている｡しかし､その一方で､ぷ己に記したようなコンセプトlこ基づく戦略的な事業構想

については､必ずしも十分ではないとの意見がラオス内部にあることから､本件については､先

述のとおり⑧昏案件等と-㈱にレビューし直す必要がある.レビュ｢経費は約5,(珊万円と推

計される｡
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（図－11主要な道路プロジェクトの位置）

35



Ⅲ-3.東北タイ

㊨ ,J噸棋(重力)濯概に対するSⅡ払P事業(MRC事業)

･前京瑠漢件の言醜

⑳ ボン欄改善事業(oECF緊急調査→ OECFソフトローン)

･タイ国内には､
DEDP (エネルギ｣鞄制定進局)の,]噸挨ポンプ潅概事業によって設匿された小

型ポンプ(250恥セントリフユーガルが主体)が1,917機あり､その内951納ヒタイに設

置され約18万haの農地を濯敵および養魚池への用水供給等に用いられている(義一7参照)
｡

･小月模ポンプ潅概事業では､ポンプの電気代は受益者負担(農業用電力としての優遇単価1.17

バーツ血whのうち､ 0･60バーツAmhを負払差額はDEDPからの補助釦が珊臣化されてい

るが,ポンプ本休や基幹水利施設の更新については､現在､過渡斯的な扱いとなっており､負担

区分が必ずしも明確ではない.

･規定ではポンプの耐用年数は15年となっている机実際には耐用年数をオー)卜して使用され

ているものが多く､そのた臥ポンプ効率の低下､ランニングコストの割高などの問題点が顕在

化するとともに､利用者農民の不満が高まっている｡

･小崩膜ポンプ准概事業の事業主体であるDEDPの年間予算額は約加億円で､ HD等に較べて

予算規熟ま小さい｡この予算の中で､ポンプ更新費が計上されているのかどう加ま定かではない｡

その理由は､ 1957年の"Ditchand Dike I･aw"等閑係法令によって､喝㈱ま完了後

は受益者の負担において運用が行われるべきものであり､再度の公的助成ま適用されない｣との

コンセプトがあるものと推定される｡

･しかし現実的な農民の資金力からは､農民によるポンプ更新は望みえず､DEDP幹部の中にもポ

ンプの更新はDEDPが担うべきであるとの基本的な認識がある.また実際問題としても､老朽

化ポンプ対策を講じないで農民の不満が高まった場合には,DEDPの存在そのものを揺るがす結

果にもなりかねない｡

･これらのことから､ DEDPトップ自らの意向で､至急対策案を検討しようとの機運が盛り上がり

つつある｡その場乱単にポンプの更新にとどまらず､老樹ヒボン欄ヒ全般への対応を考

えると､ 1穏当りの更新および改善経費は約5,(伽万円と推計される｡従って東北タイだけでも

毎年更新時期を迎える約60機のポンプに対し､総額30億Fy年の経費計上が必要となる｡

･これらに対して､我が国のOECFローンを考える場息上記のごとく関係法令のしばりの問題

もあり､直接的なポンプ更新工事ではなく､OECFから農業銀行への貸付を経て､農民に長斯融

資するという､ TwoStep血が考えられる｡

･また本件の緊急性に鑑札通常のJTCA閲調→ OECFローンという手順ではなく､緊急案件に

対するOECF調査費(SAPROF)の適用を検討することも-案である｡
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17Loei

1252946
14,992 301り528,325

532634

474455

396459q

ー211629

10.496

14,816

32,096

9,328

135.1683,304

339,5368.859

6425.85616.365

155.7283,563

18KaJasin

19NakhonRaLchasi

2071441
ー5,632 3313,4568,315

1232338
13,632

●■

2499525645

Total 455101395951
357.872

6i■■■■■■■迅

694292,143179,317
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参考: ｢コンチームン導水計画｣について
･

DEDPの主要な事業計画として､ rコンチームン専楓がある.この計画は､用水不足に悩

む東北タイの14県(ナコンパトム､ムクF}､ン､サコンナコンの3県以外)に対し､メコン本

読(ノンカイ付近)からポンプ取水しチ-川､ムン川へ逐次導水しながら30-50万hの農地お

よび周辺市街地に用水補給しようとするものである｡

･このた臥触･1事業として､チ-川､ムン川に各6､合計12の調整堰を建設する予定であ

るが､内､マハサラカム調整堰m7nxB12nのラデイアルゲート6門､貯水量3,5CO万m3､

エ事費1198億ルーツ)はじめ7カ所航すでに完成している｡PhaBe･2では､これらを結ぶ絢2Wkm

の水路折乱およびメコン本流からの取水ポンプ場の建設が計画されている｡

･絵工期42年､稔工費400億ドルというこの大構想が1991年に発表された晩下流蕗への流出

量の減少､ならびに漁業など地域生態系への影響等への懸念から､ヴェトナム､およびNGO各

団体から強い反発があった○計画によ和ま､メコン本流からの取水は､当臥雨期の10n3/sか

ら始め､雲南省でのダム開発等の進捗状況をにらみながら､将来的には乾耽取水を含む3h3/s

のマキシマム案をもつといわれる｡

･先述の①案件r26条Rule化楓､義一3によ和ま､メコン本流水の流域内での利用につ

いては､雨斯はJ･Cへの通知､乾斯はJ･Cでの合意(事前協議)が前提となっている｡これらの

前提条件を､コンチームン導水計画において､具体的にどう解釈し協議していく剖ま予断を許さ

ないところである｡

･チ-川､ムン川での調整堰や連絡水路の建乱ならびに両河川自流域からの水のやりとり等に関

しては､あくまでもタイの国内問題として措置が可能である机少なくともメコン本流からの取

水ポンプ場の建設および取水に関しては､関係国の合意形成までに､なお種々の曲折を踏んでい

くものと予想される｡
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⑳既棚地区棉改善事業(AD払PJF.+ JICA開詞⇒ OECFローン)

･勅ヒタイを代表する2大藩概事業NanPhDngおよぴlmPao (2地区合計で約8万ha)は当

初事業実施の時点では､水稲作のみの潅漉計画であったた臥乗船ま田植越し濯漉となって

おり､用排分離も行われていない.また雨期の濯波面積1CKly.に対し､乾期の濯洗面静ま60%の

計画で事業が実施された机現状では乾卿こもfXry.の農地で耕作が行われている｡これらのこと

から,濯混用水陸用の実熟ま計画と帝離し,全体として用水不足を生じている｡

･近屯地区内の受益星団ま､より高収益性の嵐臥すなわち換金作物(弧トマト､タバコ､

大豆等)の導入および加工向上との契約栽培等に熟C､であり､営農の多様化が急速に進みつつ

ある｡これに対して､上記のような末端施設および用水計画は､現況の営農形態と著しく不一致

なものとなっており､早急な改善ないしは再整備計画が必要な状況となっている｡

･新たな調査検討の中では､単に重力濯漉システムの改善だけではなく､gBiJヾターンの見直し､

天水の貯留利用､内水面漁監農藍虹と流通整備なと地域農業の現状を強化し､底上げする

ための総合的な諸方策が盛り込まれなければならない｡

･これに要するFJS調査熟ま､約2億円､円借款による事業実施には約100億円が想定される｡

⑳ Roi et南部農柿難敵善事業仏DCAPuヰJICA開調⇒ OECFローン)

･東北タイのほぼ中央取口イエツト市南部に広がる約10万haの地蛾ま､東北タイの中でも最も

乾燥度の激しい地域であり､溝混同水はおろれ生活用水も不十分なほか､塩害も深刻な環境劣

悪地である｡

･この地域に対しては､かってオーストラリアおよび日本(研究協力)が営農改善の面から協力を

試みたが､いずれもおもわしい成果には至らなかった｡

･これに対して,濯汲主休ではなく,むしろ生活環境劣悪他に対する捻合的な水手当の観点から､

再度レビューし直すことは､東北タイを基盤とするチャワリット政権の誕生等の最近の情勢に対

応する上で､意義あることである｡

･その臥農業収入の向上ではなく､水産養殖や花井栽培等の導入あるいは限られた水を農水使

用から農産力旺等の水使用に振り替える等による所得向上策を導入する必要がある｡また､隣接

するlmPaoダムの落差利用による発電(ミニハイドロ)を実現し､農産加エのエネルギー源

として利用する等も検討の対象とする｡

･これらに必要な調査費用は､約3億円と想定される｡

･上言駄ならびにコンチームン関連の位置図を､図-12に示す｡
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ベ

(図-12タイ東北部の濯漉プロジェクト位置図)
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く増幅することとなり､カンボジアの合意なしには実現を期しがたい｡

6)一方､頓案｣の場合には､湿地が介在することによって､氾濫対策の影響がカンボジア

領に及ぶ懸念がなく､また湿地を遊水池化することにより､洪水軽減だけではなく､乾斯

の用水補給をも期待することができる｡

の諸点を指摘した｡

･これらの結泉ホーチミン市での基本方針決定会議では､ r丸実による首相への答申と今後の

事業実施への対応が決定された｡この続監3月未を目途に,昨年のADCAPJF報告書をベース

に対象地域と内容を拡大財ヒしたTORが作成されこの矧こ基づくJICA本格調査の要請が提

出されることとなった｡

･参考までに､メコンTJ}レタの氾濫地臥湛水深などを､図-1 3に示す｡
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Ⅲ-4.ヴェトナム額メコンデルタ

⑳ドンクッ刀映卿挽事業(JICA閲詞⇒OECFローン)

･本鞘ま1996年ADCAPq ｢メコン河T1レタ:ティエン･サン及びドン･タップ省南射映眺管

理･農村開発計画調査｣として取り扱われた案件に関連し､その内容を拡大したものである｡

ADCA Pq調査が行われた象昨臥ヴェけム領メコンT-)レタ地域を襲T)た大水害を実線こ､

長年の臥懸案事項であった同地蜘D抜本的洪水対策に結論をだし､その早急な事業実施を図る

ことが､首相自らの指示として下された｡

･このための基本方針決定会議が､畑7年2月21 E]､ホーチミン市において開催されることとな

った机昨年のADCA PM調査の経緯を踏まえた技術的助言を行うた臥当調査団は要請をうけ

て会議に参加した｡会議は､ハノイの首相府より派遣された国家科学技術センタ｢捻鼓Ng.Iyen

VBLn Hieu氏によって主宰されメコンデルタに氾濫をもたらす主要臥およぴその対策として

の2つの基本見解が示された｡このセンタ｣ま､各省レベルの計画を調監統合するために首相

によって特命され大きな中央政府の意思決定の権限が与えられていた｡

･すなわち､ヴェトナム領メコンデルタの氾濫被害は､その殆どがカンボジア領朗ヒの上流部から

流入する河川水に起因する｡この流入量は､メコン河およUJ吋ック河の比較的上涜部で溢流し､

メコンデルタに氾濫被害をもたらし､1996年の例では,メコン河の流量は約330億m3､バサッ

ク河の流量は約400億m3であったと推計される○従って､メコンデルタの氾濫被害を防止する

ためには､メコン河およぴバサック河流量の双方に対する対策が必要となる｡

･まずメコン本流の河川水は､カンボジアとの国境線沿いの立川に沿って溢流し､Plain of RBeds

概地では､ドン･タップと研まれている)を農水させた乱下流部ドンタップ乱ティエンザ

ン省の農他市街地等に氾濫被害をもたらし,最終的には西ヴァンコ川を通じて海へ排水される｡

従って､その流出過程でのピークカット(濠他の遊紺ヒ等)と､速やかな湛水排除(幹線水路

網の改修等)が対策の基本となる(便宜的に｢東軌と称する)
｡

･また､バサック川の流出水は､カンボジア国境に沿うVinhTe水路を越え､下流部アンザン省一

帯の地域に氾濫被害をもたらした後､キアンザン省の海岸線から海へ排水される｡従って､氾濫

対策としては､Vinh Te水路を拡張するとともに､水路左岸に沿う高さ7m程度の堤防線を築き､

洪水流出の約半分(90h3/s)を直掛こ海まで排水する(便宜的にr西案｣と称する).

･上記の説明に対し､当調査団としては､

1)メコン河､バサック川､および各封Irへの上流部からの流入量は､特にカンボジアでの水

文杭測体制の未整備等の点から､さらに正確な数値の把垣が不可欠である｡

q)この場息上流部緋制の早斯整備は期待しがたいことから､リモートセンシング技術

の併用(例えば､ JERS･SARの期芳情星画像解析による湛水域･湛水深マップの作成等)

も検討の必要がある.

3)上記の両案では､ r楓が得策であると考えられる｡

4)その理由は, ｢西案｣の場息堤防線を国境に沿ったVinh Te水路ラインではなく､は

るか下流(弧m程度)の内陸部に設定しない限り､カンボジア領での氾濫被害は著し
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Ⅳ.稔台所見

Ⅳ- 1.釆査の基本姿勢

冒頭に述べたように､今回のADCAPq調査の目的は､

①外務省rjk}コン圏開弗散乱のうち､水利用･農棚喝発分野を具肘ヒする

② MRC支援強化の具体策を検討する

の2点である.

これらの目的を達成するため､調査団は､以下のような政臥すなわち､

1)外務省｢大メコン圏開発構想｣の基本ラインに治し＼

q)環境への配慮(既存の保護地域など)を念頭に､

3)リージョナルなインフラ整備(地域圏幹線道路など)と､ローカルなインフラ整備(農業

農村整備)のリンケージを図りながら､

4) MRCへのマルチ支援と､各国へのバイ支援の′1･ランスを配慮し､

6)当面の対応と､中長期的対応を検討し､

結果として､

6) MRCの支援強化と､

7)今後の我が国農業農村協力の強化を実現する､

を念頭におきながら､調査を行った｡

これらの概念を聾唖すると,調査の基本姿勤ま､次の3点に要約される｡

①水利使用をめi･る沿岸諸国の整序ある関係維持こそ､地域発展の要であり､

そのために水利のRde仙よ最緊急課寵である

②当面の事業化案附丸将来の水利執事を悪化させないことを大前提として

選択されるべきである

③上記2点をクリアし､かつ､各国の国内事情に沿う重要案件をrj*｣以外も

含めた全体的な農業･農村開発の選択肢から選択し､席位付ける.

①については､ ｢流域各国の協調体制=鉄の絵札こそ机我が国を含む名援助国､援助機関

が地域の開発援助に強い関心を寄せ､維持していくための大前提であることから当然である｡

逆に､援助を受ける側からすTLl£このような協調関係がや軌地域内の不協和音が高まれ

凪援助側の熱意は急速に冷めていくことを前提に､協調関係の維持を第一義に考えていく必

要がある｡

従って､ ｢れをめ(･る協調関係の維持(ReaBOmble皿d Eqtlitable U血血of Walx,,
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Re弧肌eS)に不可欠な26条Rule化は､流域郵こ対するMRCの最大の責献であり､他の案

件を円滑に遂行するための要となるものである.このような基本認識から､26条Rule化調査

への支援は万全を期する必要がある｡

ただし､ MRCの業掛ま､あくまでもメコン河のr*資乱開発を円滑に進めることであり､

この点からすtuま､土地資源や人的資源の開発に関する事項は,水資源開発に付帯するものの

みに限定される｡従って､今回の誰査業務の中にはMRCと切り離して､芳雌に検討すべき事

項も多く含まれている.

②については､ 26条Rule化の作業が､段精を雇ながら長斯間を要し､次第に精度を高めていく

ものとの前提に立っている｡

言うまでもなく､各国の事情からす州£Rule化の作業が進む間も必要な開発行為ま進めてい

かなけ和まならない｡しかし､そのような開発行為がRule化作業の方向性と矛盾するもので

あttLま､地域の協調体制は抜本から覆される結果となる｡

従って､ Rule化作業と併行しながら､現時点で可能な開発行為とはタ桐なるものかを検討する

必要がある｡その大筋ま､ Ⅲ- 1の表ぺに示すとおり､すでに協定書の中で整理されているが､

細部にわたっては､なお解釈に食い違いを生ずる可能性もある｡

このことから､今回調査ではr将来の水利秩序を劃ヒさせない案件｣
､具㈱には､

｢雨期の

洪水緩和と乾期の用水補給｣につながることを前提に､案件の検討を行った｡

③については､ぷ砿②を踏まえながら､ ｢れ以外の分野をも含めた各案件の蓋然性､緊急性

の全休的な考察と順位付けを意味する｡

その場息各国の国内で検討されている案僻ま､国ごとの自己完結的な視野に留まる傾向が認

められる｡一例として､農業生産･力n=の品目選定も､国内市場をターゲットとするのか､域

内全体の視野からターゲットを定めるのかで､事業内容ま全く異なったものとなる｡同様に､

水利開発の場合も内国的な便益性のみを考えるか､メコン河の流況全体への影響を視野に入れ

るかで､事業採択への判断は異なってくる.

本件調査の前提机あくまでもr*メコン臥という地域圏構想にあることから､極力､国境

を越えた視点の導入に努めたが､その一方で､それらが各国の内国的要請から帝離したもので

あTuま､実現性に乏しいものとなる｡

従って､本件調査では､これらの諸点を勘案しつつ､地域圏構想と内国的要請の現実的な摺り

合わせについて心がけた｡
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Ⅳ- 2.葡転結果の分類整理

今画調査結果の2 1案件(プラス1参考)の中には､互いにリンクしあう案件も多い机_Li己

の調査基本姿勢に照らして､便宜上以下のごとく3分類する.

･主としてBa血嘩
① 26条Rule化関係詞査田asinwide)

②上言eBg連の技術センター事業(カンボジア)

㊨ Prek TtLnOt給含水利対策事業(カンボジア)

⑦トンレサップ調整堰構想(カンボジア)

⑨ 26条Rule化関係詞査田asinwide)

⑳上吉鵡司連の技術センター事業(ラオス)

⑧ Nanso岨ng濯満改善事業(ラオス)

⑳ Se BangHieng稔含水利対策事業(ラオス)

･参考｢コンチームン導水計画｣ (タイ)

･主として助字農鄭)ハード的矧こ関わるもの

⑤ R-ssion Cropping支厳封ヒ事業(カンボジア)

⑥洪水氾濫原地域MM調査のフォロー事業(カンボジア)

⑱ ポンプ濯漉改善事業(タイ)

⑳既存大樹莫潅概地区末端改善事業(タイ)

⑳ R血et南部農村環境改善事業(タイ)

⑳ドンタップ省水管理農村開発事業(ヴェけム)

･主として既存農業のソフト的改善に関わるもの

③小働庚(重力)濯濃に対するSIW事業(カンボジア)

⑧農村金融塊財ヒ事業(カンボジア)

⑬メコン河沿岸貧困地域小椀農農村環境改善事業(ラオス)

⑯インフラ資金貸付のためのTwoStepkm事業(ラオス)

⑬船田地域農業農村稔合邦相撲(ラオス)

⑯企崇聖農業振興対策事業(ラオス)

⑰小規模(重力)潅軌こ対するSIW事業(タイ)

上記は､各案件をその内容面から分類したものであるが､これをマルチ(実績表示)とバイ(点

線表示)に区分し､畝⑥のBa血wideな26条Rule化調査との関係で整理すると､図-1 4の

ごとく表示することができる｡
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コアとしての26粂Rule化

主としてハード面からの農村改善秦件
l

主としてソフト面からの農村改善案件

BiB 実線表示はマルチ的対応

点線表示はバイ的対応

図-1 4 調査案件の分類整理
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添付資料
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添付資料

1.調査団貝

2.調査日程

月 日

実勢徹 (秩)三蕗コンサルタンツ 顧問

宮崎奉 〟

行 程

〟

2月9日(日)

10日(月)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

15日(土)

16日(日)

17日(月)

18日.(火)

19日(水)

20日(#)

21日 歯

成田うバンコクTG671

MRCその他表敬､打合せ

MRC , FAO打合せ

大尉臥JICA事務所表敬､打合せ

午前:バンコク一事プノンベンJVO36

午後:資料収集

大使館､ JICA事務所､環境省等表敬､打合せ

現地踏査(国道1号線方面)

現地踏査(国道5, 6号線方面)

濯概局､農業省､大鵬､打合せ

国家経済委員会､濯親局､女性問題省他

資料収集及び討論

午前:濯政局報告

午後:現地踏査(プレツクノット)

宮崎のみADCA P/F終了

午前:プノンペンー}ホーチミンⅥヾ812

午後:首相顧問団と予偏打合せ

バンコク泊

〝

〝

〝

プノンペン泊

〟

〟

〟

〟

〟

〟

ホーチミン

ホーチミン市の首相府において､国立科学技術センター 〝

稔鼓を中心とする首相顧問団とメコンデルタの今後の開

発について討論

22日(士)ホーチミンうハノイ

資料整理

23日(日)ハノイー>ヴイエンチャンⅥヾ821

JICA専門家と打合せ

24日(月)農林省､官防庁､濯政局長､ JICA専門家と協議

25日(畑 午前:ヴイエンチャン→サヴァナケットQV3雌

牛後:現地踏査

26日(水)午前:サヴァナケット→ヴイエンチャンQV307

午後:経済企画庁､海外援助局打合せ､資料収集

27日(木)農業普及鼠MC (メコン河童貞会国内委員会)､
経済企画庁訪問､打合せ､資料収集
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月 日 行 程

28日(金)科学技術馳庁､気象庁､林努庁訪問､資料収集

大使館表敬

3月1日(土)午前:濯濃局打合せ

午後:ヴイエンチャン→ノンカイ陸拓移動

2日(日)ノンカイ-コンケン陸輯移動

3日(月)午前:農業普及局､ DEDP､ ⅢD打合せ

午後:現地踏査(コンケン)

4日(メ0 午前:現地蕗査(コンケン)

午後:コンケンづバンコクTm13

5日 00 FAO､ MRC､ DEDPと打合せ

6日(木) DEDP､ MRCと打合せ

7日(金)午前:MRC報告

夜:バンコクう成田

8日(土)朝成田着

3.主要面会者

(1)タイ王国

(a)在タイ大使館

下棟龍二

宮森俊光

一等書記官

一等書記官
(b) Meknng River a)mm由由on (メコン河垂貝会)

的場泰后

御前孝仁

田中秀樹

Sol Sainglm

鈴木よしひろ

(c)FAO

MRC事務局長

MRC事務局

MRC事務局

FAO事務局

(d) DEDP (科学技術環境省エネルギー開発促進局)

竹内かね造

Sonchet Swangnetr

EdengliOm &jraputra

(e)JICA事務所

隅田栄亮

川口隆司

JICA専門家

局長

局長代理

所長

(f )OIRce ofAgriculturalExtensionfor Northeastem Region

W皿ChaiSatjalmpt 局長
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(3)ヴェトナム

(a)VWDC Nietz- Water Re弧l陀S IkⅧlq'ment bnsultants)

大部史道 所長

Phung Van Lugen 副所長

(b)N(3T Pationalαntre for Scien飴and TAnology ofVietnan)
Ngpyen Vanneu

Ho VanChin

Ngtlyen Viet Chien

(4)ラオス

(a)在ラオス大使館

坂井弘臣

平田豊

(b)農株和樹局

S血Ⅴ血Sawa血Ⅶng

PhouⅥeng htdavong

(c )農林水産省農業普及局

稔裁

南部センター長

リモート･センジング蕗長

特命全権大使

参事官

副局長

IAtSadrongAmarathithada 副局長

HoⅦnpheng Maniny 〝

(d)農業･農村開発局

堀江貴店 JICA専門家

(e)企画局

Daqpheng Pan工血asith 副局長

(f) SIW (Sustmible lrrigated Agriculture Prt'ject)

Noua批deng hjⅦng

(g)Prime Minister's O缶舵

Q)mittE"for IⅡvestnentand恥ra6on

Tbongphachanh釦nn且dnh 局長

(h) Re堺,nSible of Sciena, and T6chology Pohq cwrdirLating Committee in

Ferhli2er Sector

Somphone Phnousith

(i)サバナケット1r惜J知事

T. Suka釦n

(j)JICA事務所

工藤春信

局長
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辛 ‡粥′先行鞘年月甘Jt等(日相内でのJbJE柵)

I

大メコン丁.Fに関する開協

陳長所見′水上(EE]鮮明発
ジャーナル)

協定書(英文)′

主たる内容
･日本独自のL

美件I†報 MRCとの舶係 甘書

96/

､○

TakerからRul●Mak○rヘ

脱皮すべき時期

･95年4月5日チエ､~イ

Gr○unddeBfgn作Jのためのタスクフォース

･珊境､m査ソフト､Outputori●ntedヘ転換

･#26*'

･95政府先太rインフラ抱合
開発計画｣の囚

･特に書及なし

2

Agr○○m○nt○nth○ 5月

92/

ニ′フ

での合意文暮
帆連N○trficat..n,Pn｡rc｡nBuhat'on.第6集関連

Accept4bbminurnumflow等の定♯
･特になし ･MROそのもの ･和訳は(9)*科p27

Cooperationf○rthe

Su8t4nabl●D●v○lopnent

○fth○M○k○n(Riv○r

WorkPro&rnme93/MRC

･1978年以来17年凍り
の正≠化

･力､～●

･井5集R●88｡nabl=ndEquitJbl｡UtHizdion

･♯28集Rul｡8forWaterUt‖iz-ti.orHndlnet｢B88in
Div○rBi○n8書

･兼Jt(=(旧)租*Eg
ち

3

gr

大メコンFR開発柵想搬告

12月

96/

ンボンア什勢好転
で､BJ>8inwid○Progr一m

圭視の方向ヘ

･資料(1)7F*かー

･次の4本姓と､12セクター分け(1)P○licy&

pf4nninよ.Str-t○gic8t)(2)T●chnic一一8uPP○rt(.
Hydr○low.DatabaBe.R/S.Envi事)(3)R●80urCe8

■2.1.13/92lmpr○v○mentof
hydr○-m○teor○一○gic4l

network

･改組故のMRCで
の扱い､拝金手

当の現状事チエツ

･拝しくは(12)*料●
柄

dew(.W4ter&hydrop○wer.Aqi.[rrig.Wat●r8h○d&

forest.Fishery.N.vi.Hum4n等)(4)ProqamProj

･各

2.1.14/92R○hab川&d○v○f

-d○-hC4mb○di一●

3.2.22/91SLJJltahabl●

irriLat●d一m'(MIP2)

クの‡

4

I/外務タスクフォース 丁月

ら

･インフラ姓4(こ焦点

Egの現状分析と間I点の抽出

･2020年の予憩と朋先の主点
･M先方針30K●yc○rnp○n○nt8

ーカンボジアのコルマター
ジユ.トンレサツプJt書に書

及.同四セサン.スタンスタ

シーのダムなし5I漉

･ラオスの焼畑A民走*兼
-.-Jl;L':

･流Jd管理ネット
ワ-ク.Zt境q姓

書に関するMRC
織他車化につい
て､p3,74書で

･(1)*料書冊

5
同上美文

宮叫レポート

96/

7月

98′

･同上

･マ-ケー､グ

･同上

■-I

･岡上 ･同上 ･同上

8
~Appr○■¢h●○t○th○

Strat4EicSu血J)盲nable

Aq;cukural

大メコンFq開発れ懇報告

ー一月

96/

丁イン､金地
などの抱合による多作

物化

･l旺#井並の事故暮

･上

ー8寺井料にいつ(1)既存農集の総合的革新,(2)既存5I
灘の改善の2点について､その7f*.閉息点を拝述

■メコン地J*での既存5I激改善の事例としてMIP,SJRAP.
NEWMASIP.FO‖-1について_矧=s旧AP

･8E念としての
C4t○g○r○Zdti○n

･特になし ･(8)(31')兼料書冊

丁
暮付JI資料′外務タスク
フォース

水井淵A兼細門の現状

7月

98/

同

･同上

･各重刑､bの報告､およぴ†疑事の搬事件
･ZI境保dE地J*の考え方､ローカルなインフラとリージヨ
ナルなインフラの組み合わせ事
･溢ロ租与は(8).(9)資料と同L=

･水

I(a),(9)井料書冊 ･p2.5事r=MRCに
対する垂AJL解

I(8).(9)汁料●冊

8

ヽ

と将来の方向/掻E).官特 5月
利用,各EEIJL兼､MRC新協定等の七況脱明と分析

･Jt兼開発の枠組みを耽存の総合アップと5+瀬lこ分けて

･BDPの常‡.例規点､のぞましい方向性の捷書事
･上妃2カテゴリーによる農業案件､およぴ8DP支捷7+港

･A兼朋発表件のうち､5I瀬
兼件告.(1)既存リハビリ.(2)

薪規中親株,(3)デルタの

UNDP兼件､(4)東北タイ柵
汰

･特にMROのBDP
とRリー●化について

#JL#

●(7)I(9)*料書冊

_の4分点



辛

9

*科名′先行者等
水資源､農兼部門の現状
と将来の方向添付資料/

樋口.宮崎

メコン川.…..研究報告書′

年月
98/

5月

96/

背Jt等

･同上

主たる内容
･各支流流出各 -.正.q MRCとの関係 甘考

･95年10-96年3月の士

･J､地域稲生産現況､人口予測､人間開
尭指耕､土地利用､A美食稚統計､輸出入書の図表

･5I瀬プロジェクト候補位置臥その他セクター柵想Eg

･MRCWorkProgram(96)からの案件リスト

･協定暮(和文)

･各ドナーの動き(

･特に左妃の2ポッと3ポッ ･特に左妃の3ポ
ツと4ポッ

･(8)♯料参照

10 国総研

H5特定m壬(メコン下流)

5月

94/

lヨ
松幸A会報青書で､(4)
資‡1のベースとなるも

･Jt水牛補助特定地J*

､マルチ./イ､4力B]の大の意向など
･兼件リスト(中四15ダムを含む)､我が四の実紙など

･ラオス.カンボジアの叔美.その他マセRe[)○rt等

･舵壬

･左妃マルチ.パイの仕分け
等をベースとした玉木コンセ
プトおよぴ吉松捷書

･同左 ･(4)(5)(7)(8)(9)*料
関連

Ed
Et)伸也告暮′捻研

H8特定桝壬(メコン下流)

3月

95/

JPl杢メコン下流のH5鈷

･同上JL終報告暮

季m結果としての各機関見解書

一キヤスケイド_コロマタージユ.止水期箱書

→力､ボ～●◆

･/(モン､トンレサツフ唯事､
太主流プロジェクトタンアン

･メコン垂沿‡書 ･(12)★料事用

12 JL終報告書/総研

♯レター/★金全

3月

96/
･961219MRCとの打

ノンア.ベトナム比較緒冗表
･鎌首と流れEg

I(1)RlfW

･流域的8t想､水利改良､A
地開発､ソフト対応の4区分

去件

･上位計画として
のマルチと､下位

としてのJ(イの仕

I(‖)*料8用

13

WaterQuant;ty/MRC

ー2月
19E)

96/

●ヽ

ち合わせ枯Jt

･協定書井5集

ue8○at●rQu4ntlty､(2)Hydr○l○g]cal
Network.(3)流J*のA兼開発､(4)チ-川のRul●8
Studv○rlWaterQu8ntitv

･3つのOb●●L

･左妃(1欄連としての世銀
Wat○rUtiJizati○n

Pr○q4nイ35万S).その他

･MRCそのもの ･(14)(18)♯料書冊

14

ObjectiveN○.2開発JI圭

10月

98′

Rea80nabl○&equitable

を実現するための‡1

歩

･(川)♯料のOb■t●

リeCtlVe8(.Dr8ftFMe8作人.c○reNetwork,
Quidelin..等の捷書､.視察.研#,セミナ-I)
●Th○fr■n●forW/D､Fr○wl●v○l,Surplu8､M○nit○r
intra/interba8in

･DlftL

-270万S.36カ月の内訳､タイ
ムテ-ブル事

･♯.日のN●tw○rk
jnlPrOVCm○nt書､関係各q
暮(Ref.で)

･MRCそのもの ･(13)(18)井料事冊

15 協力案件の模肘′企画(育
E7]
Mitur)eB○fM●○tind的

8月

98/

il○CIVe

N○.2(MRC兼150万&)の
換肘

･MROに対

eR○p○rt事よ人耽存ST.政､力丁ゴリー､中身書を
分類生理し､三特集(水分新政40､気*薪股17叩)杏
捷示

●

･スタッフゲ-ジ兼で7.28他
円.自妃妃錬計で9.48仕円
と.MRC圭をJtか(=オ-

･MROそのもの ･JICA社PI2井､A
水ヘ捷出済み

EE] 4.中川

r暮妃役｣様式′JICA企画

ーー′

20日

96/

_する開発J1
‡のための中川.的JI
合意文暮

･*兼効率化J;礎研究

･関羽全般の合意だが､Rul｡80fWaterQuAntityの開P
の枠組みがArM●Xで明紀されている

･内容は全般的なExemDtion書

●RuJ○8○fWat●rQu別ーtityの
み

･MR¢そのもの ･(14)Jt料書冊

一丁 部

W

1月 として
●2M/Mで､lCAの垂A会(H8年皮内3回､手A8名)ヘ
の情報収JE.生理､妃撮書

･企画部lこよるrメコン川流
J*の開発と印加なので､外
港タ-スクフ-スのBk九?

･牡JI(こよるRul○
化発注の中身
は_ここで放り込

I(14)(1B)jt料棚A?

ー8

UPのTOR′せ銀

WUP(○ngliBtレター/

96/

12月

96/

･世銀GEFによるPDFの
中で

･上紀(柑)Pl■

■PDFの一部としての､Pr○p8rqtion○faProjektt○
Supportth○MRC'8WaterUtilizLati○nPr○gr■mme(PDF

全体で1000万S,3-5年)

･3

'M4CrOleyeI8tudy

(inc.BDP.WUP.quJIfty.

quantity)
･Envi.,N●twork.Sect○r4l

8tudv.C&DJCitVbuHdinL書出

･MROそのもの ･(14)*料書

･末JtにM○k○nE
New88

19 世故

メコンメモ/JE幹

12′

30E)

97/

r○lmln■ーγ

8tudyについての

lnt○r●8t照会

･(14)(18)関連情報

$5万.7-8カ月(4分封,計12M/M),中身は(18)兼料p26

ヽ

･特になし ･MROそのもの ･(1B)*料●冊

20

一月
の中

rLZI亜理
･同左､およぴ短期(仙terQuantlty).中期(左妃に基づ
くJL重などd別表件).長期(ト.レサ..プJt書

･特になし ･MRCそのもの ･(14)(18)*料榊連
ノツ)のメモ糧



辛 ‡科名′先行者専 年月 背Jt書 主たる内容

･主~.､
-.正;1 MRCとの関係 dFキ

34 (古今暮院)

農水井2回打ち合わせ/

3月

97′

､ニノ､

書に勤務したダムI門
女の書作

･的4局長との意見文

に本流ダム開発を中心とした､メコン開発の拝しい経

紳､過去の各開発耕想等

･地点火臥dt嘉.流L保雄臥水井岳よ帖など書用

･MRCの

･農兼面は従の扱い

･コクインナンとコンチームン
l=Wするタイ.ベトナムの祉

･195丁年以降の
拝しい推移

35 大形

鼻水和国打ち合わせ′

一月

14E3

97′

a

･今回P/Fの態様

へJICA協力に関わる枯手続き等
･ADCAP/Fの態様

･rA兼A-､

･-奴hとして ･MR()そのもの

36
大形

暫定メ､費A会

一月
23

日
ヽ

村しそメコン閉場のコア｣を津透させよ(JL水)

･的叫努力のJt共助新政と連hする形で
･(8)(23)等のライン ･マルチとしての

MRCRul●化案件
と､′くイとしての

):二_.r;;_こ..

37

コンのー5年
rLq/川合(四除A林暮協
力)

メコンワーク～.tプ.DC

93
･92年､メコン垂を去る
にあたつての率直な析

JL

I

･フンチャン江などの概辛､評価

･NationalとB88l'nWideの捉え方およぴ実態
･低パモンなど古いもののみ ･メコン垂股立目

的そのものとして

のr洪水桝称｣と
r点火袖唖J

38

ソヨツG

什報′笠井

タイ"N4tun)lRe80urCW8

96/

5月

87′

･96年4/17-20のメコノ
ワークショップと4′2ーの

DOG金台の内容

･開発f-伴ー*源劣化を

･BDP策定の状況と4力四の反応(esp.ベトナム)

･可境を主体にした各ドナ-の支捷状況
･28魚に対する白木の圭蛙と閏月点

･土

'BDPpha8e-1とph舶e-2 ･MR¢そのもの ･関連T+租がよく鼓
理されている

39
Profil●"/NEB他 5月

一つ
東泉防止する&点から

地､土壌､森林､水.鉱物､漁兼､叫境.およびそれ
らの社台BFl俵について土色r-

･特になし?(書るかも) ･特になし
ヽ■

【塁



(イでの)
暮号 *科名′先行者等 年月
A AnnualRep○rt:NRCT○wardSSu由inabLeDevebpnent/MRC

95

a W○rkPn>qarn1997/NRC
98

C Sub-Comrnittee○nBDP(Report○fthe4thHeetjn由/NRC
96/7月

D Sub-Cornmittee○nWaterQu一Lb(Report｡fthe4thHeetjng)′HRC
96/7月

E NewNRCSOrpnizatj○nChart/MRC
96/12

ド LmprovementoftheBa8icHydr○l○gicStJtj○nS/田中
亡■

96/12月

G lmpr○vement○ftheHydrt}meteort}r○gicalNetw○r*C○rTP.1/MRC
94/5月

H -d○-Corrp2
96/12月

I
Mek○ngGISData8etS/NRC

糾

J (17)実施方針′JICA企画舟
97/1月

ド DEDPProjectPLanning′*
96

L タイE=における事‡七辛′J[CAタイ事務所
97′2月

M WaterM8n-rTlentlnN○rtheastThaihnd′S○rrN3hetSwanpetr
96?

N コノチ-ムノ導水計画?(タイ括)′DEDP
ヽ◆

96?

0 ナムポノブロンエクト♯要(タイ話)′RID
?

P ノンウイ農協収支表
97

Q DEDP97Budget/DEDP
9丁

R Ener訂DeveLopment&Pr○m○tj○nAct′DEDP
96

S

T

U

(カンボジアでの収**科)(カンボジアでの収**科)

‡号 ‡科名′先行者等 年月
イ UNDPImgat,onRehabilitatjonStudyinCamhodia(vol.1MainRep○,t)′MRC

94′4月

ロ -d○-(FlnaIReport)/MRC 94′ー2月

′ヽ
StatIOn暮nMRCproposa[&○utofMRCpr○posaV(Prig.Dep.

97

AppllCatlOnForrTlforJapanーsGrantAidProqam/lrrig.Dept.
96′5月

ホ WaterResourceSLJ)～.(Draft-3)/NAFFAu8JqD
95′ー0月

【⊇l SernTn&r○nlrri田tjon&W■terRe8○urCeSDeyeJopmerlt/PechSokhem 96/1月

ト Sec○ndReportonNationa=〝血erLegiShti○n/PechSokhem
96/10月

チ Le且a(&Orpnizati○naJASpectsofDeyel○pment○ftheL○werMek○ngBasin/Prach○○m
89/9月

り Strate訂forSuSta.nableWaterRes○urcesManagement′JacobBu,ke
96/12月

ヌ
Nat]○nalJnst九uti○nf○rJnte卵tedWaterR○s○urceManagement/VengSakh○n&PhyLyda

96′ー0月

ル RurafDeyelopment:WaterP○Jicy/NationafMC
96/10月

オ DeveJoprnentOJ,}ectiyes.Strate由eS&Pr○qarr<1StSEDP)/NPRD
96?

ワ OrgarMZatJOnChart○fMOE/HOE
97?

力 Pr○tectedAna8/HOE
93/11月

ヨ 貧困アセスメントについて′西谷
97?

タ WomenSReproductiveHe8此h/西谷
97?

レ
Socl○-Ec○n○mlCSurveyofCambodia/UNDP.ADB

95/1一月

ソ FocusGrouplnteryieyywithW.rnen'sAsSociationRepreBentdh'eS州FP,*性間J&省
96/6月

ツ Dern○gaphfCSurvey○fC■rrTbodi■/計画省,UNPF
98/†o月

56



辛

21

*科名′先行者等
メコンGfS坊間報告/力丸

Peopleー8VolunteerW'

年月
98′

-ーi..

･9682

主たる内容 案件fr報 MRCとの関係 dfキ
8月

84ウ

..El､MRCと意見
交換の緒果

･SSl-､

●MRCのR/Sの現状は1/25万分を術皇国像のEl枕判統
で.JERS-SARによる洪水J*マップ､NOAA-AVHRR

(=よる相生/塩書領域の拙別(装置1000万円程度)

･左妃のR/Sによる各種搬男l
園化事

J.MRCの

Technic8l

SupportDiv.の申
のR′S&M一DDin(

･(3)jt料関連

22

○lr

Program/タイ内務省(LAD)

インドシナ3EEl及び東北タ 96/

Pの-t掛一見bれ
る不効率を改善するた

めの血底した島尾8加

･即効性

･填高3.5.山払下､特20m以下､コスト1B万baht以下を対
*に､測I､股札エ事､管理など総てを､10-20名のA
丘グループで実施b卓用は政h.gt書から

･特になし(但し､このシステ
ムがslRAPの下敷きと考え
られる)

･特になし ･(8)*料関連

23
イにおけるA兼農村開発

案件/塙口.企画

脱明メモto海外圭′企画

8月

96/

ある案件をピッ

クアップ

･=祐から海外圭ヘの

･フォス;沿岸部農兼A村,

●タイ;メコン川横断iI水(ラオス仙5万ha,タイ伽o万h.)

･カンボジア;コルマタージュ改良.タムックダム改良(1万
h一).ベけム:～)血4A.ティエンザ>.ドンタップ(9万

･~オス.沿岸

･同左 ･特になし(但し.
MRCによる桝亜
が必辛?)

I(4)(6)(8)兼料書冊

24

ラオス′メコン川沿岸貧困

1一月

95/

脱明メモ

･ラオス第3次5カ年の

フ.J都農兼A村,焼畑地J*総合(NK案件)
･カンボジア;Eg進1号沿い長井農村総合
･ベトナム:ティエンザ>.ドンタップ▲古都地Jd

･四辻13号線.lヽ

･同左 ･特になし I(23)(29)♯料歩冊

25 村落可境盤4計画他′
ADOAP′F

ラオスSmaIトScaJeRLJr一l

8月

98′

ターゲットrA村撫弗と

森林魚全｣の七点から

･上妃(25)のTOR化で

治しBor.kh■rn88y州､Kh8mm○uane州(塘

10km,延&250km)の村落を対点に,タイのSSIP的に

･北西細5州村落絵水.衛生改善計画も

･M/P対点のS

･同左 ･特になし ･(28)*料他8冊

28 EnVir○nrn○ntlmpr○vern○nt

Pr○q■mのTORAt正

ヴェトナム′メコン河デル

to月

96/

ヽ

三祐より外務開協辞ヘ
捷出

･外務大メコ､Tk

ub-proJ○Ct8は150程度､F/Sで3カ所を遭
ぶ(pha8e-1,2全体で1細月)

･同左 ･特になし I(25)jt科その他帥
E]

27
タ:ティエンザン及びドン.

タップ省南部地域水管

理.JL村AFl尭f+画′ADCA

ベトナムD○nTh&

8月

96/

ニ′aS

For¢○に沿い､UNDPの
デルタM′Pからピック

アップJA‡

･9万ha全体の網発戦略M/Pと.dt先Sub-proj.ct群の
F′S(各1年､全体で24カ月)

･同左(他にかマウ半Aの
兼件も)

･特になし I(4)(6)(8)兼料事+
柄

28 gap

Ti○nQianv美文レポート/
カンボジアADCAP/FH9

丁月

97/

同上

･Eg遭1号線沿いの

･同上
･同上 ･同上 ･同上

29
佳祐?′企画

FAO波及効果報告書/柿
1月

90′

′開
ーi:lこ｣.L_こ

83-87の

･能筆の用水補輪を中核とした農兼A村総合(地J*面耕
99万ha)

･同左 ･特になし ･(24)*料開a

30

I

井.矢野

~ヽ

3月

FAOTru8t

Fund兼件の追跡桝土樽
臭

･各地J*の作物生産什頼と予想生産Iなど
･各地J*別生産阻書手因
･集件I暮租

･東北タイ:種子J+稚拭故研
究センタ-､■地/ZI境保全
計画.ベトナム一故i(iI性

･特になし

31

オフノダDerfL

Fhport/MRC

切り嬢き○nメコン流J*片EE

9ー′

8月

94-

87年以降.メコン流出の
h値モデル作りに関連

した各種レポートで､今
回のW■t○rQuantityの
出発点となつている

･産様

･既往データ､STB等のレビュ-と3区分

●K4lrTWFl'kerなど各種数値群析の拭行
■Networkミニマム末の捷書等

◆◆

今回のWatcrQuarltityJ1壬

の基礎となる什報多政
･MROそのもの ･(14),(15)*料朋a

32
/薪brl各紙

タイ.ベトナムのJL近の米
97

94′

.放禿､稚旺書から

･我が中の93大凶と

`へトナムのドイモイのyF*､現状等

･J*尭rメコン川物語Jシリ-メ
●

･特になし ･的4局長放括
辛

33
書1+/5Z5井(JBJE什租) 2月

作

耳い付けにW達して
･タイ米､ベトナム米に朋する肝細な坪景.什報

･EZl阪的な尖市JIの&期的推
･特になし ･特になし ･(32)jt料朗4#



乾期の農村風景僅かな湿地に減水期路が見える

（カンボジア）・

メコン河の水位観測所、ブローティングゲージを設置予定

（カンボジア）

闘・



書号 ‡科名′発行者書
年月

辛 5(Jt(既存.計iF)力フTEg/lrrlg-Dept_

WR

?

ナ ateresourceSMmgenentStudy(水注)フE)-チャート′lrTi&Dept. ウ

フ Pr]○htyAoicubrdDeveLopnentProject/三祐
97

ム SummaryofEdstjnglrT1田山○nSystems/UNDP
93?

ウ プロ技協案件:Technic■ISeryiceCenterforlrTi如○nSysten<TSCl)′丘美事.載†省
96/9月

ノ PrlkThn○t(mg血i○r.lrrbke模式Eg/lrTig-Dept.
97

ク lrTlgatj○nFhhab.Iitdi○nStudyinCand}odia(Hydrt'k)q)/UNDP
94′¢月

(フスでの)(ラオスでの収集‡料)

書号 *科名′先行者等 年月
あ La○SBasJCSt血jstjcs/Nat(onafSt血istica7Centre

96

い LilOCensu$1995/NatJ○nZ)lStatjsticaICentre
95/ー0月

つ
LawonForefgnlnyeStrnerrt/FIMC

94/6月

え 96-97Soc1○-Ec○n○micDeveJopmentPLan′SPC
96/10月

お 96-2000Soc)○-Econ○rmcDevel○pnentPhns/SPC
96/10月

か L(St○fFocafSjtes(一覧表と位置図)′SPC
97′2月

き 97年度JICA要望案件塀位表′農林官房
98′8月

く StrategyforlmgationDevel○pmentPLan/ランシー

{

96/8月

け 日本型かんがい開発の展開について′米田

■■ー-､一

96/3月

ヽ■■ フォスにおける農業Jt村開発の長閑について/米田 96/6月

さ 同上英文版/米田
96/6月

し ナム.スアノ地区叔婁′米田
97?

す
SecondD○n○rMeetlngPaper/Dept_○flrTiE.

96/8月

せ Role&Funct.onsofSTENO/STENO(科学技術環境庁)
93′4月

そ
E∩vlrOnmentalAct一OnPfan/STENO

93/ー一月

た 林野庁出版物

ち P○werSect○rPos辻jonPaper/Min.oflnduStry
95/12月

つ Pnvat●p○w○r○pp○rtuniti●8/Vj○nti■n○Tin.B
94/12月

て Kn｡wーngabouttheAgr7Cu仙rePr○m｡ti｡nBank/APB(農業振興銘行) 96?

と MonthレReportofAPB/APB
96/12月

な 米田マップonFamerSSmallProject/米田

に Hydro-meteo.STsMap&LiSt/広戸
97/3月

め Wirter&WaterRe$○urceSLayv/Dept.○flrTig.
96/11月

ね Top○-maps(1/200.000)
ウ

の lnvent○ry○fExistinglrTigationSchomes/JICA
96′3月

は LISt○fP○tentlalLrhgati○nSchemeS(6b○○ks)′J[CA
96/3月

ひ SJRAPSummaryRep○rt(Thai,LzI○S)′MRC
96/5月

ふ LAOMekongDevel○pmentProject/LAOSrRAPOffice
97′3月

Eヨ 気象水文局概要/広戸
98/ー2月

ほ PumpSforDrySeason/VientianeTimeS
97/1月

ま フォスプロ形(農林業計画)/基礎訴主部 97/2月

み 発電プロソエクト一覧票/? ウ

む
Typh○onF○recast&WamingSeryice/MRC?

J>

57



書号 ‡科名′先行者等 年月
め Pn○捕yProJeCt.nDeptofHydr○rTd●○_/広戸

96/11月

も 全瓦行政界地図′Ndi○nJJGeo.Dept_

Fm

96

や JZE裏年TT96年収支表/APB
■■

97

ゆ プE)形(J(林‡計軌第1臥2回勉襲会費科′基隻JI王事
97/2月

よ H5年度プロ形研壬(島‡.農村開発)着果′基穫荊妻8
94/4月

ら F○caISite8L○cd.○nM叩′SPC
97?

り lmgatj○ntnLao/米田
97/2月

る Sh批ingCuKJVationSystems&RL-raJDeveJ○prnentinLJC/UNDP
94

れ

ろ
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現地写真集

59



コルマタージュ水路、遠景はメコン河（カンボジア）

Recession Croppingの堤防と調整ゲートから上流水側を

回?tr WsK*jt)

61
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